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カガヤ>丘慶噛環貨涙金暫

農業粛寿計画

カガヤン丘陵地環境保全型農業開発計画

Master Plan Study on lntegrated Upland Developm帥t in Cagayan Valley

カガヤン管区は､未開発または未利用の豊吉な農業資源を始めとする鉱物資源.漁業資源､森林資

等を有する地域であり,フィリピン国における｢ラスト･フロンティア(最後の開拓地) ｣と称さ

ている｡ しかし､地域の荘済は低迷しており､カガヤン管区における地域総生産(Gross

Regional Domestic Product : GRDP)は低く､フィリピン国における最箕地域の-つである｡

本計画では,開発が遅れている丘陵地における環境保全を考慮した農業生産性の向上を目標とした

事業計画を策定することである｡ この目榛を達成することにより､農民の生活は安定･向上するこ

とが期待される｡

今回提案するマスタープラン調査では､上記で述べた開発目的並びに戦略を考慮し､カガヤン管区

の丘陵地における総合的な農業開発計画の策定並びに評価を実施する｡

1章■背景

1.1フィリピン国の経済

1998年6月､フィリピンにおいて新政権が発足し､市場経済及び莫困撲滅に重点を置いた新経

済政策が発表された｡
1993年以降､フィリピンでは電力事情が好転し始め､ 1993年の実質GNP成長率は前年比2.1%増

と回復の兆しを見せ､さらに1996年には前年比7.2%(こまで上昇した(義-1参照) ｡ しかし､

1997年､東南アジア周辺護国における通貨危機に端を発した経済不安によって､フィリピン国の

実質GNP成長率は5.3%lこまで落ち込んだ｡ その結果､ 1992年から1997年までの5年間における

一人当たり実質GNPの年平均成長率は1.8%であった｡ 1998年における実質GNP成長率は2-3%

を予想している｡ なお､一人当たり実質GNPは1992年Il,400ペソから1997年には12,700ペソ

(1,166ドル相当)へと増加した｡

義一1実質GNP

ー992 1993 1994 1995 1996 1g97

実質成長率(%) 1.6 2.1 5.2 5.0 7.2 5.3

一人あたりGNP
ll,382 11151 11456 11743 12298 12663

出典: The Presiden也s 1997 Saioecon珊ic Report. NEDA

国家統計局(National Statistics Office)による3年毎の生計調査の結果では､総人口に対
する貧困層の割合は1991年の39.9%から19g4年の35.5‡へ減少した｡ 19g8年の目標では､貧困

層の割合を約30%まで低減させる計画である｡

新政府の経済開発の枠組みの中では､食糧並びに農産加工原料の安定的増産のみならず都市部
における購買力の向上を図ることが期待されている｡ さらに､経済発展を図るための方策とし

て､農業及びエ業の間での相互関連の強化が挙げられている｡

1.2 フィリピン国のA業

農業は同国の基幹産業であるが､国内総生産に占める農業部門の比重は1992年の22.8‡力＼ら

年々低下を続けており､ 1997年には20.9‡と全体の5分の1まで減少した(義一2参照)｡ この

低下は､主要農産物(こめ及びトウモロコシ)の生産低下並びに地域軽済が農業からエ業へと依
存形態を移し始めていることを示すものである｡



カガヤシ丘慶地帯穿床金型

点棚p1-#LT

真困の撲滅は､政府の開発戦略における重点課題であることはすでに述べたとおりである｡

箕困層の2分の3が農業に依存していることから､貧困撲滅のための必要不可欠な手段は農業開
発であることが認識されている｡

さらに､食糧の安定生産及び大消費地への安定供給についても､その重要性が認識されている｡

農業生産及び地域経済の多様化を通じて､漁業及び畜産を含めた農業における生産性の向上が望

まれている｡

表- 2 国内総生産における各部門の割合及び成長率
1992 ー993 1994 1995 1996 1997

-r二]-

成長率 0.4 2.ー 2.6 0.8 3.8 2.9

割合 22.8 22.8 22.4 21.5 21.0 20.7

エ業

成長率 (0.5) 1.6 5.8 7.0 6.2 6.1

割合 42.8 43.0 42.9 43.0 43.3 43.4

サービス業

成長率 1.0 2.5 4.2 5.0 6.4 5.5

割合 42.8 43.0 42.9 43.0 43.3 43.4

出典: 1997 Socioeconomic Report, NEDA

フィリピンにおいて､安定的且つ持続的な農産物生産及び供給に関連して､現在直面している

主要な問題点は農用地の違法な転用及び農産物収量の低迷である｡

農用地の違法な転用に関する現状の詳細については不明であるが､国会で審議されている国土

利用法の批准が真近に迫っている現在､この違法な転用はさらに増加することが予想される｡

農作物収量の低迷に関して､政府は潅激施設の整備及び耕種法の改善､その他の支援体制の整

備等を講じているが､依然として十分な成果は得られていない(義-3参照) ｡

蓑-3 主要作物の現況
(1 )栽培面積(1,000 ha)

作物 1992 1993 1994 1995 1996

こめ 3,1g8 3,282 3,652 3,759 3.951

トウモロコシ 3,331 3,149 3,006 2,692 2,736

ココヤシ 3,077 3,075 3,083 3,065 3,093

サトウキビ 267 384 402 302. 375

コーヒー 148 147 146 144 139

出典: 1996 Philippine Statistical YearbcK)k

(2)生産量(1,000 ton)
作物 1992 1993 1994 1995 1996

こめ 9,129 9.434 10,538 10,541 ー1,284

トウモロコシ 4,619 4,798 4,519 4,129 4,151

ココヤシ ll,405 ll,328 l1,207 12.183 ll,935

サトウキビ 21,802 22,915 24,695 17,774 23,640

コーヒー 142 ー34 133 134 119

出典: 1996 Philippine Statistical Yearbook

(3)収量(ton/ha)
作物 ー992 EEEE] 1994 1995 1996

こめ 2.85 2.87 2.89 2.80 2.86

トウモロコシ 1.39 1.52 1.50 1.53 1.52

ココヤシ 3.71 3.68 3.64 3.97 3.86

サトウキビ 81.66 59.67 6ー.43 58.85 63.04

コーヒ- 0.96 0.91 0.91 0.93 0.86

出典: 1996 Philippine Statistical Yearbook
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貞男)野芳計L野

1.3 土地資源

フィリピン国の農地面積は580万ヘクタールであり､こめ及びトウモロコシ､ヤシの栽培が中

心である｡ 全農地の内､潅洗施設が整備されている農地は約130万へクタ-ルであるo 主要

作物であるこめの主産地は中部ルソン及び東部ヴイサヤ､南部タガログ､カガヤン管区等であり､

総栽培面積は約390万ヘクタールに及ぷ｡トウモロコシの栽培は､ 1996年現在で約270万ヘクタ

ール､主産地はミンダナオの南部及び中部､北部並びにカガヤン管区である｡ なお､カガヤン
管区はこめ及びトウモロコシの生産拠点として位置付けられる｡

･以上の農用地以外に全国には約23万ヘクタールの年の放牧地が広がっている｡ 年の全頭数の
内80から90%力(､零細農民によって飼育されている｡ 年の飼料の大部分は粗飼料であり､草地

及び農用林地､農地等で賄われている｡

また､豚及び鶏についてもフィリピンでは一般的な家畜である｡ 豚及び鶏の70から80%力†粗
放的に飼育されている｡ ブロイラーに関しては､飼料の供給から飼育までの一元管理が一般的

である｡

内水面漁業の占有面積は約11万ヘクタールである. その内､ 6万5千へクタ-ルでは､漁業

池借用権(Fishpond Lease Agreement : FLA)が設定されている｡

1.4 農業開発構想

19g7年に制定された｢農業及び漁業の近代化法｣ (Agrjculture and Fjsherjes

Modernization Act of 1997 : AFMA)は､今後増加する人口に必要となる食糧並びに農産加工業
に必要となる原料の安定供給を目指すものである｡ この中心課題は､戦略的な農業及び漁業の

開発拠点(Strategic Agricultural and Fisheries Development Zones : SAFDZs)の設立であ
る｡ これらの拠点は主生産地に設置されることになる｡ 例えば､農地改革関連の開発拠点と

しては､支援事業が展開されている土地配分地区(Agrarjan Reform Co¶unjty : ARC)がその
対象地区となる｡ この開発拠点は土地生産性を考慮した土地配分に別して設置されることが基

本であり､合わせて社会.自無環境の保全を考慮し､総合的に対象地域の発展に寄与することに
なる｡

2車 力ガヤン管区(Region II : Cagayan Valley)

2.1 自然立地

｢Regjon II :カガヤン･バレー｣ (以下､カガヤン管区と記す)はルソン島の北東軌こ位置
し､カガヤン管区の南はカラパE]山脈(Caraballo Mountain)

､西はコルデイレラ中央山脈
(Cordillera Centra一 Mountain)

､さらに東はシエラ･マドレ山脈(Sierra
Madre

Mountajns)にそれぞれ接している｡ カガヤン管区はフィリピンにおいて4番目に広い管区であ
り､両横は26,858平方キロである｡ 同地域を南北に縦断している日比友好道路を介して､首都

マニラ及び第IV管区の南部タガログ(Southern Taga一og)地域と結ばれている｡
∴フィリピンに

おける最大の河川であるカガヤン河が同地域を南北に縦断する形で流れており､広大な流域を形

成している｡一位置図参照

カガヤン管区は､未開発または未利用の豊富な農業資源及び鉱物資源､漁業資源､森林資源等

を有する地域であり､フィリピン国における｢ラスト･フォロンティア(最後の開拓地) ｣と称
されている｡
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農抑

2.2 地域経済

力ガヤン管区はカガヤン(Cagayan)
､イサベラ(Isabela) ､キリノ(Quirino) ､ヌエヴ

ア･ヴィスカヤ(Nueva Vizcaya)
､バタネス(Batanes)の五州から構成されている｡

カガヤ

ン州の州都ツゲガラオ(Tugegarao)は､行政及び軽済におけるカガヤン管区の中心として位置
付けられる｡

1997年におけるカガヤン管区の総人口は250万人(全国人口の約4%)
､年平均人口増加率は

約2%である｡ 同地域は過疎地域として分類されており､貧困層の割合も約42%と極めて高い｡

同地域のGRDP (Gross Regional Domestic Product)は､表-4に示すとおり約170億ペソ
(1996年現在)であり､フィリピン国の中で2番目に低い貧しい地域である(なお､ GRDPが第1

位と2位の地域は､ NCR及び南部タガログ地域であり､それぞれ約2,570億ペソ及び1,330偉ペソ

である) ｡ 一人当たりのGRDPは約6,700ペソ､南部タガログ地域の約2分の1である｡ カガヤ

ン管区における農業及び林業のGRDPに占める割合は50%を上回る｡

カガヤン管区では住民の生活向上を目指した開発計画を策定している｡ その中では､農業及

びエ業の生産部門のポテンシャルを強化することが目的としている｡ その結果として､ 1993年
から2000年におけるGRDPの伸び率は約6 %､さらに2003年から2012年では9.8%､最終的には2013

年から2022年には11.7%の伸びが予想される｡

表-4 1996年GRDP (1985年価格)

管区(Region) 人口 GRDP
一人当たり

(1,000人) (百万ペソ) GRDP(ペソ)
フィリピン全国 68,616 848,451 12,365

NCRメトロ.マニラ 9,454 256,816 27,165

CAR 1,254 l7,638 14,065

RegionⅠイJjコス 3,804 25,136 6,608

RegionⅠⅠ力ガヤン.バレー 2,536 17,007 6,706

RegionⅠⅠⅠ中部ルソン 6,933 83,149 ll,993

RegionⅠV南部夕ガログ 9,943 133,173 13,3g4

RegionVピコ-ル 4,325 24,489 5,662

RegionVⅠ西部ヴイサヤ 5,777 61,286 10,609

Regうo∩VⅠⅠ中部ヴイサヤ 5,015 56,108 ll,188

RegionVⅠⅠⅠ棄却ヴイサヤ 3,367 20,081 5,964

RegionⅠX西部ミンダナオ 2,795 22,325 7,98T

RegうonX北部ミンダナオ 2,483 43,003 17,319

RegうonXⅠ南部ミンダナオ 4,604 56,301 12,22g

RegionXⅠⅠ中部ミンダナオ 2,360 23,548 9,978

ARMMモスI)A.ミンク◆ナオ自治区 3,966 8,3g2 2,116

出典: 1997 Philippine Statistical Yearbook

2.3 カガヤン管区の農業

2.3.1土地資源

カガヤン管区の辰存農用地の面積は約61万ヘクタールであり､これは地域全面積270万ヘクタ

ールの約24%にあたる(秦-5) ｡ 全農地の内の80%以上の約52万ヘクタールの農地が､主に

カガヤン及びイサベラの両州に集中しており､平坦部または緩やかに傾斜している比較的農業に

適する地帯に広がっている｡ また､農地の約60%は畑地として利用されている｡

食糧安全保障の観点から､今後の農用地開発は農地の拡大に焦点が当てられることと判断され

る｡これらの農用地の拡大は､本地域の土地資源の賦存量の琴模から判断して､他地域よりも
現実的な計画といえる｡
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今後の開発において留意すべき課題は､全地域の約60%に及ぷ侵食危険地帯の開発である｡

土壌一水管理局(Bureau of Soils and Water ManageNK!nt : BSWM)が指摘しているとおり､こ
の侵食によって農業の生産性は悪化し､農業活動が低迷する恐れが生じる｡

表-5 州別現況土地利用(単位:1,000ヘクタール)
土地利用区分 パタネス 力ガヤン イサベラ ヌエウ●ア.

ウ●イス帥

牛リノ 合計 比率

既存農用地 7.1 190.0 327.7 60.6 24.8 610.3 22.7

農業可耕地 0.8 68.8 127.3 3.4 34.5 234.8 8.7

休耕地 7.5 148.0 125.1 ー27.5 44.4 252.8 16.9

保護地 5.0 455.3 421.4 189.3 196.6 1,267.8 47.2

湿地 15.9 2.2 18.1 0.7

その他 0.3 22.1. 62.7 9.4 5.3 99.7 3.7

合計 20.9 900.3 1,086.5 390.4 305,7 2,683.8 100.0

出典: Bureau of Soils and Water Management

2.3.2 カガヤン管区における農地改革

1997年現在､約30万ヘクタールの土地配分の目標に対して､約26万ヘクタールの配分が完了し

ている｡ 土地改革の終了目標年次である2004年までには､残りの地域についても土地配分はほ

ぼ終了する予定である｡

2.3.3 作物生産及び畜産

カガヤン管区における主要農作物は､こめ及び飼料用トウモロコシ､大豆､落花生､マンゴー

等である｡ 畜産では牛及び豚､鶏の飼育が一般的である｡ 特に､カガヤン管区はこめとトウ

モロコシの大供給基地であり､他地域の大消葉地に対する食糧供給の役割を担っている(義- 6

参照) ｡ その他の作目についてもほぼ自給体制を確立している｡

表-6 主要農作物の自給体制

平均自給率(%)
(1990年から1996年までの平均)

こめ 201.8

トウモロコシ 151.5

豚肉 67.2

牛肉 42.3

美恵肉 41.0

出典: Eva一uation Studies on the Prioritized Cdities

for Pr珊Otion in Region II. NEDA Region II, 1997

カガヤン管区は､こめ及びトウモロコシの生産に必要な土地資源並びに水資源の賦存量が豊富

である｡ 本地域における水稲栽培の約80別ま潅渡条件の下で行われている｡ 収量も地域の自
然条件を反映して､こめの場合では約3.Oton/ha､トウモE]コシの場合は2.0から2.5 tn/ha肴
記録している｡ その他の雑穀並びに畑作物の収量は低迷している｡

潅瀧は現在の農業生産性を向上させるための重要な手段となる｡ 国家潅激局(National
Irrigation Administration : NIA)によれば､カガヤン管区には現在約4 0万ヘクタールの海

瀬可能地域が確認されているが､その内､約半分の地域において潅潅が実施されていることが報

告されている. さらに, BSMWでは､現在約4干ヘクタールの小規模ため池潅激に係る候補地の

選定が終了している. このため池潅漉(よ､丘陵地並びに天水田における潅瀬用水源として注目
されるものである｡
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2.4 カガヤン管区の農業開発に係る課悪及び間悪点

今後のカガヤン管区における農業開発を検討する上では､以下の課最及び問題点の解決が不可

欠となる｡

1･粗放的･画｣的な農業生産:現況の農業生産活動は､豊富な土地資源及び水資源を利用し

た穀類及び食糧作物の単作粗放栽培が中心である｡ L商業的に採算の見合う農産加エ･園芸また
は畜産を振興させるだけの環境はまだ十分に整備されていない｡ カガヤン管区の経済発展の成
否は食糧生産に大きく依存している｡

2･農業の低生産性:豊富な資源にもかかわらず､主要作物の収量水準は満足のいく状況では
ない｡ さらに､農産物の生産量が限られていることから農産加工原料の供給が整わず､農産加

工業関連事業は十分に育っていない｡農業生産性の低迷は､普及及び栽培技術､信用事業等の
農業支援体制並びに社会インフラの未整備に起因するものである｡

3･土壌侵食: 現在の農業活動が継続されることにより､侵食の危険性が低い地形に区分さ

れている地域(全農地の約60%)においても､将来にわたって生態系を破壊する恐れがあるo
土壌侵食の防止は､将来の農業生産性を大きく左右する重大な問題である｡

4･農業インフラ整備:農業インフラ､即ち､農道及び収穫後処理施設等は適切な状況に置か

れていない｡水稲栽培は主に潅淑条件下で行われているが､天水を利用した畑作物の栽培が行

われている地域においては､潅洗施設の整備による水稲の生産性向上または畑作物栽培の多様

化･集約化を図る必要がある｡農道並びに収穫後処理施設の整備は､農産物の収穫後の損失を

最小限に止める上でも必要不可欠な課題である｡

5･農業支援組織の整備:カガヤン管区は､農業協同組合の登録数が他の地域に比べて多く､

1995年現在で全国2,200か所の農協の内､ 230か所の農協が登録されている｡
.残念ながら､現在の農協の能力では､働果的.､効率的に農業関連事業を実施するにはまギ不安が残る状況である｡

現状では､小農は行政から農業改良資金の受領するだけの目的で組織化されており､農業生産及

び加エの強化並びに市場の活性化に対応出来る組合形態を示していない｡

2.5 カガヤン管区におlナる農業開発

2.5.1概要

フィリピン国政府は､カガヤン管区の豊富な資源を有効利用を目指して､カガヤン管区と北部

ルソンを連携させた｢北部ルソンと中国の南部地域を結ぷ経済成長圏: North Luzon - South

China Growth Area (NLSCGA) ｣構想を打ち出した｡ この構想の延長線上にフィリピン国並び
に近隣諸国の経済発展を促進するための｢カガヤン特別経済区並びに自由貿易港: Cagayan

Special Economic Zone and Free Port Area (CSEZ-FPA) ｣の開発計画が構築された｡ この

CSEZ-FPAは､カガヤン管区の農産加工業並びにその他産業を相互に開発するための起爆剤とな

ることが期待されている｡

カガヤン管区内においては､各州を対象とした中期開発計画(Updated Medium-Term Regional

Plan : RDP､ 1995年から1998年)
､さらに長期開発計画(Long-Term

Regional Physical

Framework Plan : RPFP､ 1993年から2022年)が策定されている｡ これらの計画を基にして､カ
ガヤン管区の開発戦略をまとめた総合開発計画(Cagayan Valley Strategic Master Plan :

CVSMP､ 1996年から2010年)が策定され､同地域における調和のとれた開発基本戦略が打ち出さ
れた｡
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2.5.2 基本戦略

カガヤン管区を対象とした上記の総合開発計画の基本構想では､集約的･多様的な農業の実践

に基づく農業生産(特に米及びトウモロコシ)を強化し､カガヤン管区が食糧供給基地として国
内の食糧安全保障の一翼を担うことを重要命題として掲げている｡特に､農産加工特別区

(Cagayan Special Economic Zone
-

Free Port Area : CSEZ-FPA)の新規開発を全面に打ち出し
ている｡ さらに､貧困撲滅のための社会開発並びに環境保全対策に関する基本構想を合わせて

掲げている｡

さらに､上記の総合開発計画では､サンチャゴ市(Santiago :イサベラ州)並びにイラガン
(Ilagan :イサベラ州) ､カウヤアン(Cauayan :イサベラ州) ､ツゲガラオ(Tuguegarao:カ

ガヤン州)
､ソラナ(Solanoa :カガヤン州)の各地域が開発拠点として挙げられている.

一方､国家経済の活性化並びに近隣諸国の経済との密接な連携を維持するため､カガヤン管区
を対象とした開発委貞会(Regional Development Council : RDC)が発足されており､同委員会
はカガヤン管区を対象とした21世紀ヴィジョンを策定している｡ この集大成がカガヤン管区に
おける開発戦略マスタープラン(Cagayan Valley Strategic Master.Plan)であり､ 1996年から
2010年までの15年間のカガヤン管区における開発基本戦略が描かれている｡特に､地域全域を

包括した持株性の高い開発計画及び社会インフラの整備､環境保全が強調されており､具体的な

基本戦略は以下のように集約される｡ つまり､

( 1 )バランスのとれた農産加工業の卿onal
Agro-Indust｢jal and叫s

-

8RA川) : 食用作物並びに家畜飼料の

生産を向上させ､大消費地における需要を満たすことを目的とする｡ また､付加価値

の高い農産加エを目指した､ ｢カガヤン特別経済区並びに自由貿易港: Cagayan Special

Economjc Zone and Free Port Area (CSEZ-FPA) ｣の開発構想が策定された｡

(2)地域住民のエンパワーメントの強化(Decjsjve叫nt : DPE) : 社会
経済開発事業を通じて､零細農居及び貧困層住居の生活向上並びに貧困軽減を図る｡

(3)還薦保全(Environm即tal integrity : EIト: 農業生産並びに社会開発に伴う自
然一社会環境の変化に対応し､十分な留意を喚起する｡

上記の開発戦略は､以下d)カガヤン管区の開発拠点(Mid-rib Periferal / Growth Center -

Socio -

economjc Zones : MP/GC SEZ)を中心として､各州の自然及び社会､経済の特色を活か
して､現実的な開発事業へ発展する｡

( 1 )カガヤン州 :カガヤン管区の行政の中心並びに国際交易の拠点
(2)イサベラ州 :カガヤン管区の商工業の拠点
(3)ヌエヴァ･ヴィスカヤ州 :林業の拠点
(4)キリノ州 :鉱業の拠点
(5)パタネス州 :沿岸漁業及びエコツーリズムの拠点

上記に示した開発拠点は､第一拠点､第二拠点､第≡拠点の3段階に分けられ､開発の進捗に

応じてその開発対象地域を拡大させる｡
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力ガヤン州における開発拠点

州 第一拠点 第二拠点 第三拠点

(PrirnaryLeve1) (Seco∩daryLeve1) (TertiaryLevel)
力ガヤン Tugega｢ao(行政.商業) Sta.An且(海外交易) Alcala(農業)

Aparri(農産加エ) Allacapan(農業)
Claveria(農産加エ)

Gattaran(商業)

Piat(商業)

Buguey(未特定)

イサベラ Santiago(商業.農業) Roxas(商業) Cabagan(&#)
Cauayan(商エ業) Tunauini(商業) Dinapigue(##)
Ⅰーagan(農産加エ.商業) Paーanan(林業)

Echague(農業)
ヌエヴア. Solano(林業) Bambang(商業) Kayapa(林業)
ヴイスカヤ 8ayombon(林業) Sta.Fe(林業)

Bagabag(農業)
キリノ Cabarroguis(商業)

Diffin(商業)
Maddela(##)

バタネス Basco(商業)

出典: Regional Physical FraJTMMOrk Plan 1993 - 2022, Regional Development Council, 1992

3章 提案される丘陵地におlナる開発計画

3.1必要性

カガヤン丘陵地における農業開発事業実施の必要性は以下のとおり要約出来る｡

発展の 進: 力 ガヤン管区は域内の総人口の約40%力く貧困層に分類されてお

り､フィリピン国における最貴地域の一つである｡特に､農地改革による土地配分が低地の水田

地域において先行していることから､丘陵地に広がる天水畑及び草地においては､依然として軽

税活動は低調である｡ したがって､今後の丘陵地に.おける土地配分は農業生産の活性化を促し､

開発投資並びに雇用機会を創出する副次的な効果を生み出す｡

(2)未開発資源の利用:カガヤン管区は食用作物及び果樹､畜産等の生産に資する広大な農

業適地が存在する｡集約的な栽培によって､農業生産性が向上し､ルソン島の食糧基地として

重要な役割を演ずる｡さらに､豊富な水資源は､潅瀬のみならずエ業用水の供給に対しても貢

献する｡丘陵地に広がる畑地においては､高付加価値の換金作物の生産が期待される｡

(3)地理的条件を活力､した農業の実戯.:国内･海外の市場を鑑みた場合､カガヤン管区は地

政上の重要な拠点である｡現況の日比友好道路の維持管理は比較的良好であり､中部ルソン並
びにルソン島のその他の地域との密接な交流に支障は生じていない｡さらに､将来建設が予定

されている､カガヤン州サンタアナ地区のアイリーン港から台湾及び韓国､日本との交易も可能

となる｡現在､カガヤン管区には､上記のサンタアナ以外にもカウアヤン及びイサベラ､カガ
ヤン等の各地に､今後のカガヤン管区の経済発展を促進する農産加工関連の投資事業が計画され

ている｡

3.2 日的及び成果

今回提案する調査によって策定される計画の目的は､開発が遅れている丘陵地における環境保

全を考慮した農業生産性の向上である｡この目的を達成することにより､農民の生活は安定･

向上することが期待される｡本計画の目的は､以下の成果を達成することにより得られること

が期待される｡
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( 1 )丘陵地における農業生産の多様化を図る｡

( 2 )食糧並びに加工原料の安定供給並びに生態系の退化の抑制､さらに長期的には農

業部門の活力を改善させることにより､さらに未開発のままである丘陵地の農用

地を活性化させる｡

3.3 アプローチ

開発計画のアプローチの概要は以下のとおりである｡

( 1 )丘陵地における農業生産の多様化:

一

丘陵地農業の担い手である小農の農業収入を向上させるため､食用作物及び果樹､畜産
等の活動の多様化を図る｡

- 持続可能な農業栽培技術はもとより､増産並びに農産物の品質向上を目指した栽培技術

の改善を図る｡
一 家畜導入を奨励し､飼育管理技術の強化を図る｡
一 環境保全を考慮した農業生産様式を実践する｡
- ウオーターハ-ベスティングを推進する｡
一 農業支援体制の強化を図る｡

( 2 )未開発のままである丘陵地の農用地を活性化:

一 農用地の拡大を図る
一

農用林地(アグE]フォレストリー)の拡大を図る.
一

生態系の退化を抑制し､農業生産の活力を改善する方策を捷奏する｡
一 農業支援体制の強化を図る｡

3.4 留意点

本計画では､上記で述べた開発目的並びにアプローチを考慮し､カガヤン管区の丘陵地を対象

とした総合的な農業開発計画の策定を目指す｡ 計画策定における留意事項は次のとおりである｡

( 1 )優先事業の選択: カガヤン管区を対象とした総合開発計画では､将来の中･長期的

な開発戦略構想を踏まえた開発事業のショートリストが挙げられている｡ このリスト

から､同地域の総合開発計画の構想を効果的に実現するための事業を優先的に選抜し､

基本計画の見直しを含めた実施計画を策定する

( 2 )農業インフラ及び収穫後処理施設､農業支援体制の強化等: 農業の収益性を高める

ためには､農産物に付加価値を付け､より高く市場に出荷出来るかどうかが､焦点とな
る｡ 特に､生鮮野菜並びに農産加工用の原料では､通常鮮度及び品質の良否によって

農産物の価格が決定される｡ 農産物の増産のみならず､如何に高い値段で市場に流通

させるかを十分に検討すべきである｡

(3 )サンタアナで構想されている農産加工施設の考慮: サンタアナ農産加工特別区事業

(Santa Ana Regional Agri-Industrial Growth Center､以下SARAIGCと略す)はCEZA
(Cagayan Economic Zone Authority)が推進している関野事業である. CEZA(ま､大

統領府の管理下にあり､サンタアナ郡(Santa Ana Municipality)及びアパリ郡
(Aparri Municiparity)のFuga, Barit等の島々においてエ業､商業､観光､娯楽等の

関連業務の実施を目的として､ 1 9 9 5年のPublic Act No. 7922によって設立された｡

本事業では1996年にマスタープランが実施され､弓lき続いてF/S調査が実施されている｡
さらに､ 1998年2月にはNEDAに対して23次のOECF Ⅲ-ンの要請が出されている｡

上位計画､つまり国家開発計画並びにカガヤン管区及びカガヤン州の開発計画において
も､農産加工業の振興は重要課題として掲げられている｡ 農産加工業の振興並びに特
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農耕紺

別区の建設は､サンタアナ以外にも全国各地で計画されており､今後とも注目すべき分

野であると判断する｡

3.5 開発計画内容(秦)

開発計画の内容として次の項目が必要と考えられる｡

(1 )総合開発基本構想

(2)作物生産多様化計画

(3)加工流通､運搬施設整備計画(生鮮野菜､果実､農産加工原料等を中心とする)

(4)市場情報ネットワーク施設整備計画

( 5 )優先計画の実施のための組織強化計画
(6 )優先計画の実施のための農民組織強化計画

(7 )政府支援制度強化計画(加工流通に係わる技術指導､制度融資)

(8)事業評価(事業葉および便益､事業効果)

(9)事業実施計画

本調査は､基本計画(Basic Plan)の策定にXXカ月､優先計画を対象としたモデル事業計画の
策定から最終報告書提出までにXXカ月､計18カ月の予定で行なう事が効率的と考えられる｡

本計画は受益者参加型による計画･立案を基本とし､さらに央政府及び地方政府を含めた公聴

会の実施が必要不可欠である｡

4章 総合所見

本計画は､カガヤン管区の丘陵地における農業開発に内在する諸問題を可能な限り取り除く

ことによって､経済発展の後発地域である丘陵地開発を意図するものである｡ 特に､本計画

では､農業生産ポテンシャルの早期有効利用及び貧困撲滅というカガヤン管区開発の最も大き

な命題を解決するものとして期待される｡ 中小規模の開発スキームの新設及び改修は､不安

定で低い生産性を余儀なくされている天水農業を安定した生産性の高いスキームへと変革し､

これに付随して収穫後処理インフラを整備するとにより､地域内の住民の雇用機会及び収入の
増加､生活水準の向上､ひいては同地域経済を連動させて発展させるものである｡ こうした
潅瀧地域開発は､開発戦略マスタープランの中でも重要課題として位置づけられる｡ 雇用機

会の創造､収入の安定､食糧安全保障といったフィリピンの国家政策にも合致したものである｡

本計画の総括図(プロジェクト･デザイン･マトリックス)を添付する｡
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プロジェクトデザイン･マトリックス

プロジェクト名=カガヤン丘陵地環境保全型A未開発計画 期間= 1 0年間(暫定)

対象地域:カガヤン管区(Region I : Capyan VaMey)の丘陵地域 ターゲットグループ=カガヤン丘陵地域の受益者農民

作成日:1998年

プロジェクトの要約 ≡=.i-. 指書データ入手手段 外書条件l
上位日宇

･カガヤン丘陵地域の農民の生活 ･カガヤン地域の農業生産 ･Region.州単位の農業統計 ･フィリピン国の農業普及に係る
が向上.安定するB ･カガヤン地域の農民の農業収入 ･モニタリング 政策､体制等に大幅な変貢が

生じない○

･国家開発計画に大将な修正が生じ
ない.

プE)ジエクト日宇

･環境保全に留意しながら農業生 ･カガヤン地域の丘陵地における ･州単位の農業統計 ･州と県の農業普及事務所との間
産性を向上させる. 農業生産量

･モニタリング で協力体制が維持される.

･カガヤン地域の丘陵地における ･Region及び州単位の開発計画に
農民の農業収入 修正が生じない.

成果

1.丘陵地における農業生産の多様 1.-畑作物の多様化に伴う栽培面 ･州.郡単位の農業統計 ･普及体制に変貢が生じない.
化を図る8 積の推移

･モニタリング ･土地配分が今後とも計画的に行
2.桑境保全を考慮した､未開発地 一家畜頭数 われる.

を農用地として活性化する 2.農用地.農用林地の拡大面積

活動 せ入

1.畑作物生産の多様化
･事業を実施するための予算が滞

-現地に適した作付体系を確立 日本 フィリピン り無く手配される.

･実践する8 ･農業支壌体制において､事業の
-推奨作目を選定する○ 1.マスタ-プラン調査団の派遣 1.Region及び州単位の開発委員会 実施に支障を来たすような親株

-適正耕種法を確立する○ 2.財政支援 の設立.運営 の変貢が行われない.

-現地に則した増産.品質向上 3.カウンターバート研修受け入れ 2.カウンターパートの提供 l
技術を普及する○ 4.技術支援のための専門家の派遣 3.事業予算 l

-奨励家畜を聾定する○ 4.事業担当職長の配置 I

一連正飼養管理技術を草案する. l

一連正飼養管理技術の普及強化 l
を実践する○

-市身性の高い作物を生産する○ l

-安全で効果的な病虫害軽減法 甘捷条件l
を実践する.

･農民/関連職員が十分に計画の主

一乗境保全を考慮した農業生産 旨を理解する○

様式を実践する.
･乗境保全に対する住民及び行政

の両者において羅戦が-鼓して
2.未開発地の活性化 いる.

一閃発ポテンシャルを検討する.

-農用地.農用林地を開発.拡
大するb

一生態系の退化を抑制するため

の方策を施行する○
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Terms of Reference (DRAFT)

PROJECT TITI-E

LO CATI 0 N

EXECUTING AGENCY

PROPOSED SOURCE OF

AS S ISTNACE

: Master Plan Study on Integrated Upland

Development in Cagayan Valley

: Region II (CagayanValley),Philippines

(referIACation Map)
: Department of Agriculture

: Govemment of the Philippines

: Government of Japan

I. National Background

1.1 E¢onomy

A new administration has been installedinthe Philippines in mid-1998･Asits

flrSt rX)1icy pronouncement, the new government unveiled an economic programme,

almlng at Sustained and equitable economic growth.

The Philippines recovered in 1992 and gathered momentum beginning in 1993

onward･ In 1993, the realgross national product (GNP) grew by 2･1%and increased

to 7･2% in 1996 (Table1)･ In 1997,the economy grew by an estimated 5.2% despite

the丘nancial difficulties that were brought about by the sudden depreciation of

currencies in East
-and

SoutheastAsia･ Correspondingly, real per capita GNP

expanded atanannualaverage of 1.8%from 1992 to 1997. From Pll,400 in 1992,

real per capita GNP increased to P12,700in1997･ These growth rates were overand

above the population growth rate of 2･3% armually･Assuch, theper capita income

also expanded to $1,166 in 1997. This figure wasalready above the $1,000per capita

income target of the Medium Term Philippine Development Plan(MTPDP)for 1998.

The survey on Family Incomeand Expenditures conducted every three years by the

National Statistics OfBcefurther revealed a reduction in the incidence of poverty from

39･9% in 1991 to 35･5%in1994 (Table 2).

TabJe 1. Selected Macrooconomic lndicators

1992 1993 1994 1995 1996 1997

RcalGNP(grodhin%) 1.6 2.1 5.2 5.0 7.2 5.3

Rea)percapitaGNP■

(TN5SOSin1985priαsー

ll,382 ll,151 ll,456 ll,743 12,298 12,663

Source: The President's 1997 Socioeconomic鮎port, NEDA

1･2 Agriculture and Fhral Development

Agriculture is one of the major sources of growthindomestic production.

Over the last 6 years, the share of agriculture to totaldomestic production averaged

about 22% Crable1)･ The share to totaldomestic production declinedfrom 22.8% in

1992 to about 20.7% in 1997. The decreaseinthe share can be attnbutedinthe

reduction of output of major agriculturalcommodities, notably riceand corn･ In

contrast, the shares of industryand services to totaldomestic production have been on
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the upward trend･ This is
expectedgiven the economy's shifts to industrialization.

On the average, the growth of the sector is slightly around 2%annually.

Poverty alleviation has always been the central theme of development

objectivesof the Government･ 仙is is again evident in the new economic programme.

Whenever this objectiveis set, it is always the agriculture sector that is targeted for

intervention because of itsimmense potential to realize such an objective.
In addition,

the ruralpoor constituting about two thirds of the country's totalpoor are pnmarily

dependent on agriculture.

Another dimension being pursued by the new government is food security･

The focus of this concern is food availability and affordability. Accordingly, food

security will emphasize higher productivity in agriculture, including fisheries and

livestock through diversification of agricultural production and theruraleconomy ln

general.

TablelS○ct○ralGrt}wthRate8andShareStoGDPPnp○rc8nt)

1992 1993 1994 1995 1996 1997

AgTi00lture

Growthrate 0.4 2.1 2.6 0.8 3.8 2.9

S血aーe

hdustry

Growth

22.8 22:8 22.4 21.5 21.0 20.7

(0.5) 1.6 5.8 7.0 6.2 6.1

Share

Services

Grow血

42.8 43.0 42.9 43.0 43.3 43.4

1.0 2.5 4.2 5.0 6.4 5.5

Share 42.8 43.0 42.9 43.0 43.3 43.4

Source: The President's 1997 SocioecoJIOmic Report, Nm

1.3 Land Resource Potential

Croplands that are under intensive cultivation inthe Philippines today measure

about 5･8mi11ion ha or 56% of the totalagricultural1ands･ The bigger portion of

these lands are pnmari1y cultivated torice, cornand coconut･ Out of this total,

roughly l･32 million ha are irrigated croplands mainly devotedinthe growlng Ofrice･

Extensive areas of rice areinthe reg10nsOf CentralLuzon, WesternVisayas,

Southem Tagalogand hgayan Valley･ It is estimated that there are still about 3･12

million ha of potential irrigable areas nationwide･ Corn, the second leading crop, has

a reported harvest area of 2･7mi11ion ha as of 1996･ The major COrnPrOducing

regions are Southern, Centraland NorthernMindanaoand Cagayan Val1ey･ Coconut

lS Planted to about 3mi11ion ha.

Grazing land devoted primarily for cattle production stands at 227,000 ha.

Mostly small farmers do cattle fattening. Around 80 to 90% of totalcattle population

aremised by this group･ The feed resource baseforruminant animals is made up of

grasslands, areas under tree crops plantation,and cultivated areas･ Swine and poultry

are fairly developed in the PhilipplneS･Asincattle production, small farmers

consisting mainly of backyardmisers dominate the production of swineand poultry･

About 70 to 80% of the swine and poultry population come from backyard production･
hrge integrators, i･e･ control over 6eed production to breeding up to

fattening/fimishing stage, arealso common in broiler production.
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Thefishing groundsare part of the public domain･ A totalof 112,000ha has

been set asidefor丘shing, 65,400ha of which are covered with丘shpond lease

agreements (FLAs)･ The r.ecent survey of the Department of Agriculture indicated

that 70% of these areas are ln COmmerCial scale operation･

The potential of the agriculture sector to provide basic~food staple is

reinforced with the implementation
of the comprehensive agrarian reform programme

(CARP)･ CARP is by far the most rx)tent rx)vertyal1eviation programme being

addressed to theruralpoor, particularly with respect to the equity objective of
development･ It consists mainly in the distribution of private agriculturaland public
lands to small fhrmers･ The glVlng Of agricultural1ands ensures tenurial security of
the farmers considered the foremostincentive to improve agricultural productivity･
Startedin1972 and reinvigorated througha series of laws passed during the Aquino

and Ramos Administrations, the number of lands distributed totaled 4.62 million ha

by end of 1997･ This represented a 57%-accomplishment rate based on the estimated

scopeof the programme of 8･06mi11ion ha･ Of the lands distributed, about 2.72

million ha were private agricultural lands while the balance of 1.9mi11ion ha were

public lands.

1･4 Key Issues and Constraints

The capability of the agriculture sector to realize its potential as a major

supplier of foodand raw materials is essential1y血cedwith two major COnstraints･
First is the indiscriminate conversion of agricultural lands toindustrialuse･ To date,

there is no accurate data on illegally converted agricultural1ands･ However,with the

current proliferation of the establishment of golf coursesall over the country, it is
believedthat a number of the prime agricultural lands have already been converted.
The only record available shows that there are about 56,000 ha of legally converted

agricultural lands to non-agriculture use･What may even exacerbate this illegal

conversion is the impending passage of a national land-use act by Congress･

The second issue is low productivity of major agriculturalcrops (Table 2).
T山s problem persists despite the efforts of the government to address it by way of

providing irrigation facilities, improvementinfam technologiesand providing other

support血cilities･ It is argued that this issue can be resolved in a holistic manner

throughphysicalandinstitutionalsupport.

Tabl○2.Nat暮○nalYield○fMaj○rCr○ps
Crop 1995Yie]d)eveJ

(tonnla)

Rice伊alay) 2.76

Com 1.53

Coconut 3.95

Sugarc皿e 65.77

MaJlgO 6.35

Co私e 0.88

Peanut 0,77

Source: 1996 Philippine StatisticalYcarhnk
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The issue on productivity merits a serious concern･ In a recent study on land

utilization, it is claimed that 〟future efforts in the agriculture sector should
concentrate on productivity rather thanon e叩anSion of croplands乃･･ It is further noted

that the existing areas forriceand com are adequate to satisfy the needs of the

population by 2030 based on ideal nutritional requlrement･

1･5 Agriculture Strategy

The Agricultureand Fisheries Modemization Act of 1997 (AFMA) provides

the core strategyinthe modermizationand harnesslng Of the potential of the

agricultureand丘sheries sectors to provide food to a growlng POPulationand raw

materials for industries･ Centralto this act is the establishment of strategic

agricultural and fisheries development zones (SAFDZs). These areas will be

designated as core production areas･ Consistentwith the CARP, the SAFDZs will be

located in the agmian. reform commmities (ARCs) to be able to consoudate support

services for the agranan reform beneficiaries (ARBs) and to the small farmers, in

general･ The SAFDZs essemial1y adheres to the pnnciple of allocating land resource

with regard to land capability･ Overand above this prlnCiple, the SAFDZs calls for

horizontalintegration
of the various processes,from production, processing tO

marketing,including humanand environmentalprotection･ For each zone, the best

agriculturalintegrated optionwill be encouraged･

In support of the SAFDZs is
Lan

appropriation of P120 billion to befunded

from the general appropriations and officialdevelopment assistance (ODA). Future

assistance to the agriculture and丘sheries sectors will thus be dovetailedwith the

AFMA

H Regional Background

2. 1 Locatjon

CagayanValley (Region II)1iesinthe northwestem tip of the island of Luzoチ･
It is surrounded by Caraballo mountaininthe south, Cordillera Centralmountain ln

the west,and Sierra Madre in the east･ It is connected to the NationalCapitalRegion
(Metro Manila)and the Southern Tagalog Region (Region IV)via the Philippine-

JapanFriendship Highway･ It is also liesalong themighty Cagayan and Magat

Rivers, the biggestriver basins combined, thatflowfrom south to northandinto the

Babuyan Channel.

The region is quite close to potential markets like Taiwanand Japan and

Korea･ It is further located at themid-point of the international shipping routes

between the Far East■countries (Japan,Taiwan,and Korea)and the SoutheastAsian

countries (TTlailand,Malaysiaand lndonesia･ Thisgives it a comparative advantage
interns of international harborand shipping operations･

The CagayanValley is the fourth largest region With a total1and area of

26,838 square kilometers･ Administratively, it is composed of 5 provinces, 4 of

which are locatedwithin the valley (Cagayan, Isabela, Quirino and Nueva Vizcaya)
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and one (1)island (Batanes)･The mmicipality ofTuguegarao located in the provin?e
of Cagayan is the regionalseat of govemment･ It is about 480 km from Manila Ⅵa

the Philippine-Japan Friendship Highway･

2･2 Regional Economy

The regional economy lS Clearly behind the other reglOns･ In 1995, the gross

regional domestic productinreal terms (GRDP) was only P16.48 billion, the second

lowest GRDPamong the 15 Regions and a measly level, comparedwith the highest

GRDPs of the NationalCapital and SouthernTagalog regions Of P240･12 billionand

P126･30 billion, respectively (Table 3)･ Per capita GRDP stood at P6,076 billion

during the same year and this figure is just50% of the per capita GRDP of Southern

Tagalog･ Agriculture and forestry contribute more than50% to the totalGRDP.

In 1997, the population was estimated to be about 2･8 million representing 4%

of the national population･ About 80% of the estimated population are presentedin

ruralarea･ The total population estimate, however, represents the fourth lowestamong

the 15 reglOrLS･ Population growth rate based on the 1990 Census was placed at 2%

annual1y･ Poverty incidence in this region Was Placed at 42･1% based on the 1994

Survey of Family Incomeand Expenditures by the National Statistics Office･ This

rate is the proprtion of poor rx)pulation to the totalpopulation

CagayanValley has adopted a visionaimed at improving the quality of life of
its populace in the latest regionaldevelopment plan･ It expects to dothis by

harnesslng the vast rx)tential of the productive sectors, pnmari1y agricultureand

industry･ The latter, however, is
projected

to provide the greater regionaloutputin

the future owing tO SOme Shi丘sindevelopment. The GRDPinreal terms is
projected

to grow by 6･0% annually between 1993-2000; by 9･8%annually between 2003-2012;

and ll･7%annual1y by 201312022.

Table 3 1995 Gro重きRqionaI Domeさtie Product

OnmHli○np○さ○Sat○○nStant1985pdc○S)
GRDP PercapitaGRDP

PhilipplnCS 803,450 ll,434

NCRMetroManih 240,121 26,335

CARCord皿1era 16,762 12,603

IIIuosRegion 24,021 5,959

HCa9ayanVaM○y 16,485 6,076

ⅠⅠIGさntralⅠ皿ZOn 78,383 10,937

IVSouthemTagalog 126,303 13,024

VBicolRcgion 23,520 5,238

ⅥWestemVisayas 58,227 9,460

VⅢCentralVisayas 52,680 9,981

ⅥⅠⅠEastemVisayas 19,374 5,493

ⅠXWestemMhdanao 21,599 7,474

XNorthernMindanao 41,758 10,158

ⅩⅠSouthemM血daJlaO 54,200 10,281

ⅩⅠⅠCentralM血danao 22,052 9,234

ARMMAntonomotISRcgionforMllSlim 7,965 3,795

h4indanao

Soura: 1996 Philippine Statistical Yeartmk
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2.3 AgricLJltLJre

(1) hndResource

CagayanValley has a large tract of agricultural1ands･ The current agricultural

areas are placed at 655,000 ha or 24% of the total1and area of 2,684,000 ha. Based on

the land-use opportunity, however, active agricultural areas are placed at around

610,000 ha (Table4)･The agriculturalexpansion areas are estimated at 235,000 ha･

The agricultural area is by far the biggest available land space for crop production

nationwide･ Physically, these lands are vast plains situated mostly in the provinces of
Cagayan and Isabela. Out of the totalagricultural areas, 84% are actually accounted

for by these two provinces. In general, the topography is flat to gently ro11ing･ It is

estimated that 60% of the totalagriculturalareas are categorized into uplands area

(seedistribution of prime lands)

Futureandfurther development of the agricultural lands, in the context offood

security, is likely to focus on these activeand expansion areas･ Significant portions of

these areas have already been designated as key production areas. The agricultural

expansion areas considered largely as upland and/or rainfedgivesthe
Cagayan Valley

anadvantage over the other regions in terms of available land for expanded food

pro ductio n.

The Bureau of Soils and Water Management (BSWM) claims that about 60%

of the totalland area are classified as moderate to severe erosion. This has far

reaching Implication to agriculturalproductivity unless properand sustainable
farming are Vigorously pursued･

Table 4 Land-Uさe Opportunlty by Provlnce

(In1000ha)
hJ)duse Batanes Cagayan Isat*1a Nueva

Vizcaya

QtliriJ10 Total

Activeagricdttlra]area 7.1 190.0 327.7 60.6 24.8 610.3

Agriculturalexpansionarea 0.8 68.8 127.3 3.4 34.5 234.8

Rehabilitationarea 7.5 148.0 125.1 127.5 44.4 252.8

Preservatiozlalea 5.0

0.3

455.3 421.4 189.3

9.4

196.6 1,267.8

Wetlandarea 15.9 2.2 18.1

Miscellaneousarea 22.1 62.7 5.3 99.7

Total 20.9 900.3 1,066.5 390.4 305.7 2,683.8

Source: Bureau of Soils and Water Management

(2) Agrarian Reform

With respect to tenurialsecurity of these agricultural areas, the latest report of

the CARP on the reglOn indicates that a totalof 265,000 ha have been distributed out

of the total1and scopeof 300,000 ha as of end 1997. Only the province of Chgayan

has a remalnlng land balance of 15,980 ha. This means that these lands will have to

be distributed within the remalnlng lmplementation period of the CARP which has

been extended until 2004.

Pasture area based on the existing land-use is counted at 26,000 ha･ However,

the Department of Environment and NaturalResources hasinits records some 38,790
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ha coveredwith pasture lease agreements (Pub). A number of these PLAshave not

yet been cancelled and as such they remainas idle lands.

(3) Crops and uvestock

A number of agriculturalproducts canbe grown. The major cropsinclude rice,

yellow com, soybean, peanut and mango･ In livestock, cattle and swine are widely

promoted･ Poultry is likewise extensively raised･ In the context of food avanability,
the region is essentially a producer of rice and yellow corn･ It has maintained a

sigmificant level of more than lOO% in these two commoditiesand as such excess

production normally gets out to cわver the requlrementS Of the other reglOnS･ The

other commodities are below lOO% signi丘cant levels.

Rice and yellow
■com

production are signi丘cant on account of the good soils

and extensive provision of irrigation water.Almost 80% of the area harvested forrice
is irrigated･ In addition, the yield of rice is above 3 tonsper hectare･ Yellow cornhas

anaverage yield of 2 to 2･5 tonsper hectare･ These yields are relatively higherthan

the national yield,althoughthey are still way below the maximum potential yield

Crable5)･ This problem on low productivity holds true for the other crops.

TaL}leSAverageYi○Id○fM aj○rCrt>pS

1996Average Potentialyield

yield(tonn)aー (toJln)a)

Rice(irrigated) 3.76 4_6

Ycllowcom 1.75 3-6

SoybeaJ1 2.72 2-3

Pcantll 0.8 1.5-2.5

MazlgO 4.12 5

Source: EvaltlatioJI Studies on the Prioritized CoⅡlmOdities

for Promotion in Region II. NEDA Region II,

1997

Imigation is stillthe key point toincrease productivity of riceand possibly to

diversify the current status of crop production･ ¶le NIA reports that only 50% of the

potential irrigable area of 400,000 ha are provided with irrigation facilitiesinCagayan

Valley･ On top of this, the BSWM has about 4,170 ha as potential area for small

water impounding
projects･ The small water impounding

projectsare seen as

supplementary source of irrigation water especially in upland and rainfed areas･

2.4 1ssues and Constraints

(1) MonoICulture system of agriculture.

The agriculture is essentially focused, particularly on grainsandfood crops, in

general･While this has its own merits glVen the advantages of the reg10ninterms of

flat lands and water resources, it has hardly harness thefull potentialof the uplandsin

the cultivation of commercial crops,including the growlng Of livestock･ Inview of

thisinh6rent bias, the growth of the reglOnaleconomy has been entirely dependent on

gralnsPrOduction･ This also prevented the growth of agro-processlng industries that

can provide employment OPFX)rtumities to theruralpopulace･

Cagayan I 7



(2) IDW Productivity

Despite the favorable climate and land resources, the yields obtained for the

ma)or crops are still below the standards･ Thelimited production of these

commodities is counted as one disincentive to the establishment of agro-processlng

facilities･ Withminimal and unstable production, economies-of scale with respect to

the setting-up of agro-processing facilities can hardly be realized･ It is argued that

ruralinfrastructure facilities and agricultural support systemsinterms of extension

and teclmology and credit are considered the pnmary reasons for this problem on low

pro ductivity.

(3) Soilerosion

ln the future, soil erosionmight
bethe biggest threat to increaslng agricultural

productivity･ The 60% prtion of the total1and area classified as moderate to severe

erosionwill destroy the ecosystem if the current practice of agriculture is continued.

(4) Infrastructure support

Ruralin丘astructure, notably small scale irrigation facilities,伝rm to market

roads and rx)st-harvest facilities are by no means adequate･While it is true that the

ma)or rice areas are provided with irrigation water, rehabilitationand supplemental

source of irrigation will have to be pursued especially in rainfed areas to achieve the

maximum yield for rice and allowfor
,crop

diversi丘cationinthe uplands･ Such a

facility will have to be accompamied withruralroadsand post-harvest facilities to be

able to minimize crop tosses.

(5) Institutional

Cagayan Valley has one of the highest numbers of con丘rmed agricultural

cooperatives, about 230 out of the 2,200 agricultural cooperatives nationwide as of
1995･ However, the quality of these cooperatives to manage efficiently and effectively

anintegrated血rm business is generally far from satisfactory. The small farmer

organizations are traditionally organized for the purpose of gettingruralcredit support

from the government･ They were never oriented toward market-driven entrepreneurial

activities･ In addition, small farmer organi2ationsare generally not prepared for the

bigger task of integrating production cum processlng. This activity is still dominated

byintegratorsand afew big血mers.Although some linknge has been established
between integratorsand small farmers, the latter simply perform the role of contract

growers, i･e･ supplier of farm products. In the context of agricultural diversi丘cation

and improvementinthe quality of life of the small farmers, the latter should be able to

do both activitiesinthe long-term･

HI Development Strategy and Rationa一e

3.1 St柑tOgy

The
project

is set against the background describedandanalyzed above. It is

general1yintended to further develop the ptentials of the agriculture sector to be able

to improve the living conditionsintherural areasand the regional economy, ln
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general･ The project
is essentially designed as a poverty reduction programme for the

ruralpoorinCagayan Va11ey･ The concepts for agricultural development are:

(1) To Increase. agricultural production and improve agricultural productivity in

order to raise the small farmers'income and ensure food secmity in a

sustainable manner; and

(2) To activate untapped physicalresourcesinthe upland so as to ensure the

agriculture sector's capability as long-term and sustainable source offoodand
raw materials and mitigate further degradation of the ecosystem.

To realize the above concepts, the projectwill pursue thefo1lowlng Strategies.
First is diversirlCation in the uplands･ This strategy lS Seen aS an alternative of

increaslng Small farmers'income and simultaneously expanding the food production

base particulallyfor uplandfield crops, tree crops and livestock･ Diversification to a

variety of crops, including the intensive growlng Of livestockwill permit additional

income to the small farmersand theruralpoor･ Second is intensification of present

activities･ The intensification of present activities is seen as the best route to

increaslng agricultural productionand improvlng agriculturalproductivity･ Such

strategy isfeasible by uslng SuStainableand better application of farmlng teClmologies.
Third is expanding the present cultivated area･ This is feasible given the available

agricultural expansion areas as claimedand reported by the BSWM. This is

reportedly about one-third of the existing agriculturalareas.

The
projectwill

be seen as a showcase for consolidating support services and
meeting essential community needs･ To do so, basicrural in丘astructure and support

systems in agriculture, notably better management of landand water resources,

including access toruralcreditand agricultural extension and other support services

are expected tofom part of the physical interventions･ A strong participatory

approachand consultative processinvolving the communities, concerned national

government agenciesand the differe?Ilevels of the local govemment umits (LGUs)
will also be a central feature of this project,

both in preparation and implementation.

The role of the localgovernments cannot be overemphasized with respect to the

provision of agricultural extension and other services. The same isalso true for the

commumities, especiallythe small farmer organizations･ Sustainability of the project
demands maturity and viability of small farmer organizations and other stakeholders.

3.2 Rationale

The necessity of developing the agriculture sectorinCagayan Valley stems

from the following:

(1) hgging regionaleconomy

The agricultural development of Cagayan Valley is consistent with

development goals and objectives･ It is one of the poorest regions With poverty

incidence of above 40% of its totalpopulation･ Theincreased output of the

agriculture sector throughthisprojectcancreate multipliers effects in the economy ln

terms of increasedinvestmentsand employment oprx)rtunities･
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(2) Untapped physicaland land resources

Cagayan Valley has vast agricultural uplands conducive to production of both

field and tree crops,including livestock･ The intensive cultivation of these crops

could tremendously increase agriculturaloutput thus, making itthe best altemative

"food bowl"inthe Luzon island. In addition, it has enough bodies of water that can

provide sufBcient source of water for irrigation and industrial needs.

(3) I･ocation advantage

Cagayan Valley lS quite accessible to the major market centers both in the

domestic and international markets･ The almost completed rehabilitation of

Philippine-Japan Friendship highway makes the transport of major agricultural

product relatively easy to the National CapitalRegion and other destinationsinLuzon.

Port Irene in Sta･Ana Cagayan is also strategicallyclose to Taiwanand Japan.

The establishment ofanexport zoneinSta･Ana, Cagayan including the

Cagayan Export Zone Authority (CEZA) and two regional agro-industrial centersin
Cauayan, Isabela and Sta･Ana, Cagayan are steps forward to encourageinvestments

in agri-basedindustries.

lV ObJ-ectives of the Master Plan Study

The primary Objectiveof the Master Plan is to assist the Government of the

Philippines in the preparation and evaluation ofanintegrated upland development

project
in Cagayan Valley followlngthe development

objectivesand strategiesset
forth above･ The preparation and evaluation of the Master Plan will be based on the

following :

(1) Focus of assistance concerning geographic coverage and targeted beneficiaries

should consider availability of physical and land resources and highincidence

of poverty;

(2) Project components shouldallowintegration and complementation of basic

rural in丘astructure, fX)St-h打VeSt hcilities and other support systems to

agriculture;

(3) IAng-term upland development should be supportive of the requirements of

prorx)sed reglOnalagri-industrial centers in Sta.Ana, Cagayanand Cauayan,

Isabela;

(4) Upland sites within the Province should form
agro-ecologicalpatternfollowing

the criteria for the establishment of the SAFDZsand/or contiguous areas or

cluster of SWIPs; and

(5) Strong commitment from localgovemments concerned to participate in the

projectimplementation by way of providing counterpart resources.
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V Study Aroa

On a
ge?graphicscope, the study areas are recommended to bethe (4)

landlocked ProvlnCeS Where: (a)there are sigmificant agriculturale甲anSion areas;

O))theincidence of poverty is high;and (c) a number of SWIPs are prorx)sed･ These

are the Provinces of Cagayan, Isabela, Quirino and Nueva Vizcaya. The totalstudy

area based on the land-useand vegetation is approximately 630,000 ha. ¶1e Study

area includes the boundaries considered as upland･ Excluded are grassland, woodland,

wetland and miscellaneous areas (Table 6)･ Roughly 400,000 small farmers will

directly bene丘tfrom this project.

Table6Stu dyArea

Gross SⅦ 1994

Upland

areaPa)
arcaPa)

Poverty

Incidence

(%)

Cagayan 170,(X氾 1,220 41.2

IsahBla 345,0∝) 1,900 35.0

NuevaVizcaya 75,(X氾 500 24.9

qli血o 40,∝氾 550 59.4

Total 630,〔lα) 4,170

Sour∝: Bureau of Soils and Water ManagemeJ)I, NationalStatistics O缶ce

VI Scope of the Study

The Study has been programmed for execution by the following steps, as

shown in Attachment 1 of work flow chart.

Stet>1 work consists of preparatory andinception worksinJapan ln Order to

analyze available reportsand information.

St6P12_血00vers (i)co血ation of the existing conditions from theviewfX)int

of agro-ecological･ economic, agricultural, institutional･and environm9ntalaspeCtS･

and (ii)study of the development potentialsand constmints on a provincewide

basis, concern1ng lnCreiLSe Of agriculturalproductioninuplandareal

Step-3 work comprises the studies to (i)con血皿development FX)tentialfor increase

of agriculturalproduction, (ii)select priority regionsbased on development

potentials, (iii)formulatebasic conceptforintegrated improvement of agricultural

production in∝ease considering uplmd area,and (iv)formulate series of

development &amework concernlng teChmicaland institutionaldevelopment plans･

Ste㌢4 work consists of (I)co血mation and emition of development strategies,

(ii)prehminary evaluation of development programmeS/projects to be propsedin
也e master plan, (iii)preparation and discussion on the Master Plan, (iv)formulate

the selected priority programmes/ projects
for implementation,and (v) prepare

action programmesfor implementation of the recommended programmes/ prqjects,
considering time span･
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(1) Step-1 work: Preparatory and Inception Work

ln Japan preparatory workwi1l mainly be concentrated on a review of readily

available documents related to the study, prior tothe commencement of the Beld work

inthe Phillipines･

(2) Step-2 work:Analysis of Existing Conditions, Development Potentials and

Co nstraints

l) Co11ection andreview of data

From the point of agro-ecological,economic, agricultural,institutional, and

environmentalviews, dataand information on existing agriculturalsituations

sha11 be collectedandanalyzed at the regional1evels. This workwillinclude,

but not limited to thefo1lowlng items:

a)
Review and evaluation of 喝rO-ecological situation including

topgraphy, land use, soil condition as well as waterand land

resources endowments,

b) Review on the existing situation of supporting services (extension,
credit, research work, etc.,

c)
Review on effect of soil, land capability, torx)graphy, etc･

d) Review ofhy血ological situation

e) Review of current situation､on socialinfrastructure

f) Review on the existing situation of marketing system,

g) Review of progress op CARPand its constmints

h) Review of basic policies of the national and regional development plan,

i) Analysisand review of the existing agricultural production and related

infrastructure and plansfor development/ improvement,

j) Preliminary
examinatidnof naturaland socialenvironmental

conditions, and

k) Review of on-g?ingprojectsand
development planformulated in the

reglOnS, concerning agricultural sector･

2) Analysis of development fX)tentials and constmints

Development potentialsand constraints concerning agriculturalproduction

from the physicalviewpoint of irrigation, land capability, land use, etc.

Furthermore, existing SWIPs should beinvestigatedand potentiality offurther

SⅥP will be studied.
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(3) Step13 work: Preparation of Development Framework

l) Clarification of position/role of agricultural production

The position and role of agricultural production shall be clarified, considering

agro-ecological and regional situations･ Theanalysis shall be made on (i)
problem structures, (ii)present situation and characteristics,and (iii)roles in

the development of the Provincial agriculture･

2) Clari丘cation of development objectives

lmportanceand necessity of agricultural productionincreaseinthe upland area

shall be clari丘edfrom the social, economic and environmental points of view.

3) Elaboration of agricultural development strategies

Strategiesforintegrated agriculturaldevelopment shall be elaborated on the

basis of the analysis of existing conditions, potentialsand constraints for

development･ This strategies should be clarifiedfor each of agro-ecological

zones and/or reg10nS.

4) Selection of priority area/regions

Priority upland area with high potentials for agricultural production shall be

selected, based on the resultsfrom the analysis of development FX)tential and

constraints･ While prorx)sed area will be selectedfor rehabilitation of existing

schemes and new construction conceming SWIPs

5) Formulation of developmentframework

On the basis of the study for each of agro-ecologicalzone and regions,

developmentframeworkfor integrated development of agricultural production

increase shall be formulated. Thisframeworkfor thefo1lowlng Sectors Should

be formulated, considering environmental study;

a)
Plamig and administrative capabilities

b) On-farm development and relative facilities

仲xistingschemesand New Development Schemes)

c)
Extension, tmining, and research

d) Seed production and supply system

e) Agricultural credit

り Marketing system

g) Post-haJVeSting situation

(4) Step14 work: Formulation of Mater Planfor Selected Upland Area

Asfor selected upland area, Master Planshall bcformulated through (i)
studies of development strategies and (ii) evaluation of development
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programme/projects to be proposedforthe integrated development of agricultural

production increase.

1) Examination and clarification of development strategies

Development strategies elaboratedinStep-3 work shall be re-examined from

theviewpoint of the integrated developmentframework･

2) Formulation and evaluation of development programme/projects

Onthe basis of development framework for each sector in Step-3,

development programme and projects
in each sector shall be formulatedand

elaborated･ These programme/ projectsshall be preliminarily evaluated and

phasedfor reali2ntion as a 20-year long-term plan･

3) 氏)mulation of Master Plan

Master plan shall be formulated through (i)elaboration and evaluation of
development

programme/projects, (ii)coordinationand integrationamong

?ector
development

projects,and (iii)evaluation from theviewpoint of

-
1nVeStment SCale･ A complete list of programme/projects shall be prepared for

implementation up tothe target year of 2020.

4) Formulation of priority programme/ projects

Priority programme/ projects based on agro-ecologicalzoneswith high
potentialwi11 be selected, through discussionswith the parties concerned at the

national and provincial1evels.

5) Preparation of action programme

Action programme shall consist of programme/projects to be implemented

during the short, medium, and long term plannlng periods･ The

programme/projects to be taken up during thisperiods should be selected, and

implementation schedule of the selected priority programme/projectswill
be

丘)rmulat ed.

i･ Small Farmers Upland Agricultureand Livestock Development Plan

ii･ Smal1 Water Impounding and Other SupplementalIrrigation systems

Development Plan

iii･ Water Resources Development Plan

iv･ Rural Infrastructure Development Plan

v･ Institutional Development Plan

vi･ ProjectImplementation Plan

V]1 0utline of Project Components

Anoutline of the possible projectcomponents
is presented,inconsideration of

the key constraints discussed above･ It should be noted, however, that the speciBc
components whose feasibilitywill be prepared in stage 2, should be demand- driven

and largely accepted by the local commumity･ It is importantthat these components

will be prioritized and determined through a consultative workshop･
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(1) Small water impounding
prqjects(SⅥPs)

SWIPs and diversion dams will be a major component in the development of

the upland as the major source Of irrigation water･ The Studywill investigate the

number of SⅥPs prorDSed for Cagayan Valley whose potential service area is about

4,170 ha (Attachment 2)･ Cluster of SWIPs that are locatedincontiguous sites should

be considered for ease of projectimplementation. More than the construction of the

facility itself, the aspect of water conservation should alsoform part of this

component･ In this regard,mitigating measures to ensure the long-term viability of

the watersheds should equally be lookedinto･

(2) Ruralinfrastructure

Farm to market roads, whether it is new construction or rehabilitation will be

another component･ These roads should be justirledon the basis of their potential to

connect the potentialagricultural production areas to
major transport network.

(3) Agriculturalproductivity enhancement

T山s component will consider the application of betterinputs in terms of seeds,

planting materials, fertilizers and breeder stocks･ The lackand access to these Inputs

by the small farmers is o鮎n the main cause of low yields･ T山s in turn hampers

agriculturaldiversification･Asa whole, this component should consider the

improvement ofvitalagriculturalextension facilitiesand post-harvest equlPment for

better application of sustainable farming technologiesand minimize losses during

harvest, respectively･

Acqulrlngthe major agricultural inputs by the small farmers is alsoanissue to

contend with･ It is argued that accessibility to ruralcredit isvirtually stopped because

of the non-bankability of most agricultural cooperatives･ This issue should be dealt

with in the context of supply and demand considerations･ Since the hnd Bank of the

Philippines (LBP) is the only government institution that retail agriculturalloans to

cooperatives, its experiences should be valuable in the design of aruralcredit scheme
for the project.

(4) AgroIPrOCeSSing

Theincreased production of agricultural commodities in the upland is being

encouraged to support the requlrementS Of existingand potential agro-processing

industries, particularly the two (2) proposed regional agro-industrial centers in

Cagayan Val1ey･ Schemes on how small farmer organizations canintegrate pnmary

production to processlng, Other than contract growmg, should be considered･ This

point is prioritized in the reg10naldevelopment planof the Cagayan Val1ey･

Preferably, the agro-processing COmPOnent Should focus on developingindustries that

will support multiple product lines･ For instance, afeedmillindustryinCagayan

Valley cansupport large-scale production of yellow cornand soybean needed for

growing SWineand poultry･ The increased output from swine and poultry canalso

trigger the development of dressing and processpg plants for hogsand poultry･
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(5) Capacity building for small farmer organi2ationsand local governments

TYle Viability of small farmer organizations is criticalwith respect to delivering

伝rm support services to their members･ It is the objectiveof this project
to make the

small farmer organizations as market-driven orgmi2ations･Assuch, hamesslng their

capabilities is essential･ In the same manner, the support of the local governments in

the execution of expanded agriculturalextension activitiesand other components can

befirmed if they are equally capable in projectmanagement.

VM Schedu一e ofthe剖udy and Submission of Reports

The conduct of the Study is estimated at 14 months･ The tentative schedule is

glVen in Attaclment l･ Correspnding reportswill be submitted to the Govemment

of the Philippines aS follows:

(i) InceptionReport

To be submitted at the end of the血st month aRer commencement of the
Study;

(ii) Progressreport (1)

To be submitted at the end of the 5th month of the Study;

(iii) Progress report (2)

To be submitted at the end of the 12th month of the Study;

(iv) Interim Report

To be submitted at the end of the 8th month of the Study;

(v) Dra丘FinalReport

To be submitted at the end of the 14th month of the Study; and

(vi) Final Report

To be submittedwithinone (1) month after receiving comments from the

Department of Agriculture on the Dra血Final Report･
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lX Experts Inputs

Totalmanpower requirement is estimated at 97 man-months as follows:

Experts R8qtlirement

rM/Mー

(1)Team】¢ader 14

(2)AgonomiSt 14

(3)Ago-economist(marketing/αedit) 12

(4)LivestockeXpert 6

(5)hstitutiotlal/famer■sorganizationc司光rt 12

(6)Ⅰrrigatio皿/dminageenginecr 14

(7)HydroJogist′WaterresourcesDev.p】amer 5

(8)Structuredesign/costestiⅡlateeXper( 9

(9)Environmentalist 7

(10)Projecteconomist 4

Total 97

Transfer of Technology

In the course of the Study,
on-the-jobtraining and seminars will be provided

to local counterparts on the entire aspect of projectpreparation･
Overseas training will

also be programmed･ Training will cover subjecton conducting Beld surveys (e･g･soil

and land-use, socio-economic, geology, hydrology, upland agriculture, livestock,

environment, etc･)as well as detai1edanalysis, planning and design of the major
components of the

project.

Xl Undertakings of the Philippine Government

To facilitate smoothand effective execution of the Study, the Philippine

Govemmentwill undertake thefo1lowing measures:

(1) To provide all information essential to the Study;

(2) To provide counterpartpersonnel to work on afull-time basiswith the

experts; and

(3) To provide office space equipped with necessary facilitiesand vehicles･
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mACHMENT. 1

Tentative Work Schedde

Master Plan for Jntegrated Promotion on Rice Production

Wo｢ki∩gMo∩th

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 Eヨ 12 13 14

Step-1
1.

PreparationofJnception

Report

15 16 17

Step.2 2.
CoHect)onandrevleW

of data

3.
AnalysisofDevelopment

PotentiaJsandConstraints

Step.3

4.
CIarlflCatJOnOfposrt[on/role

ofagrjculturalproduction

5.
Cla｢lflCatlO∩OfdeVelopment

obl-eCtives

6.
ElaboratlO∩Ofag｢ーCultural

deveJopmentstrategies

7.
SelectJOnOfpnonty

area′regio∩s

8.
FormulatlO∩OfDevelopme∩t

Framework

Step-4

9.
ExamJnatlOnandClanfJCatrOn

ofDeve一opme∩tStrategies

10.
F○rmulatlO∩andEVa山atio∩

ofDevelopme∩t

ll. Fo｢mulatio∩ofMasterPla∩

12.
Fo｢mulatlO∩OfPrlOrlty

Programs/Protects

13.
PreparatlOnOfactlOn

Programme

SubmissionofReportsConcerned

lCRPR(1)汀RPR(2)DFRFR
■Work

[コWork

nnミhaepaPnh'''pp'nesLcRR::3,n.cge,pet=nReRpe.p;什FDRF?主iョ:rReF;.alReponITFHl) : 1st Interim F!eport

rTR (2) : 2nd Jnterim Report



ATTACHMENT ･ 2

PropoSedSmaIIWaterlmp○undingPr○jectS/DiverSi○nDarnSintheRe

Lx温tionofproiect

Ser∇icearea

(ha)

EstimatedC6t

(P1,000)
CAGAYjuV

60 6,000
1.DalaoigSWIP,Ju001a

2.MaraburabSWIP,JuCala
40 3528

3.PussianSWP,血cala(rehab) 30

I

300

4.PataSWIP,Claveria(rehab) 50 400
5.ApangSWP,C]averia

50 5,500
6.Ba(Say-Mapula-pulaDD,Claveria 25 600
7.MablbitnongSWIP,Sto.Nino

50 4,885
8.NagsabaranSWIP,Sto.Nino

15 3,314

9.CadaananSWP,Solana(rehab) 30 645
10.LiwanNorteSWP,Emile

50 6,750
ll.LiwanWestSWIP,Emile

180 9650
12.BukigSWIP,Apami

35

I

4,000
13.NangalasaanSWIP,Anulung

40 3,500
14.hSuerteSWIP,Anulung

60 6,700
15.GanzanoSWIP,Gattaran

60 6600

16.SanVioenteSWIP,Gattaran(rehab) 30

I

250
17.CabayabaszLnSWIP,h-lo

60 7,000

18.岱U-IAl-]oSWIP,h-]o(rehab) 25 300
19.CalaoaganSWIP,IA-1o

20 2,500
20.bnnegSWIP,Solana

30 3,600
21.MalalitaoDD,Tuao

50 900
22.Bic∝SWIP,Tuao

80 7900
23.BugnaySWIP,Tuao

65

I

5,00
24.Tape1DD,Gonzaga

50 1,200
25.hmengDD,Pamplona

35 850
Sub-total

1,220

80

91,823

20,692

ⅠSABELA

26.MasayaSurSWIP,SanAgustin

27.DIPantanSWIP,Nagtipunan
40 1,832

28.SanAntonioSWIP,Cabagan(rehab) 40 350

29.San暮.agoSWIP,Quirino(rehab) 45 450

30.SantlagOⅠⅠSWIP,Quirino(new) 35 2,300
31.TamayoSWP,Quirino

80 7,5∝)
32.MinagbagSWP,Quezon 50 4,412

33.MinalloSW7P,Naguillan(rehab) 30 250
34.BtlrgC6SWP,Naguillan

30 3,580

35.Linop!otSWP,Jones(rehab) 45 450
36.MaulSWIP,DelhAlbano

2(X) 13,350
37-CalinauanSWIP,Sto.Tomas

120 8000
38-Sto.TomasSWIP,Sto.Tomas

150

I

12000
39.DicatianSWP,Divi1ac弧

25

I

3200
40.BaJinto也t∝SWIP,Santiagocity

85

I

8,184
41.GbannuBanSWIP,Ⅰ1agan

70 6,300
42.VJllaG∬犯0ー1ISWP,Mallig

35 4,000
43.V111aCorazonⅡSWIP,Mallig

100 8,700
44.VIJlaCa血oSWIP,Mal1ig

35 4,000
45.Vltlah)cbanSWP,BenitoSo]iven

30 3,500
46.SanSebastianSWIP,Edlague

35 3,000
47.NamnamaSWIP,Jones

60 55∝I
48.RーMer∝desDD,Ma00naom

80

I

28∝)
49.PaninanSWP,SanMariano

100

I

7300
50.WegSWIP,SanMariano

75

I

7,400
51.BalaganSWIP,SanMariano

40 4,600
52.MinangaSWIP,SanMariano

30 7,900
53.DaragutanEast,SanMariano

-60 6,500
54.DaragutanWest,SanMariano

70 6,800
55.SimanuNorteSWIP,SanPablo

37 3,9(氾
Sub-total

1,912 168,754
Source:BureauofSoilsandWaterManagement
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ATTACHMENT I 2

PropoSedSmallWaterlmpoundingPro
J'eCtS/DiverSionDamSintheRe

Ⅰ_βcationofproiect

Servioearea

(ha)

Jjstimated(_加t

rP1,㈱ー
NUEVAVIZCAYA

30 2,600
56-ManggayangSWIP,DupaXSur

57.払ribirDD,DupaXNorte(rehab) 20 212
58.XirangSWIP,Aritao

60 4,800
59.■No皿∝SWIP,Aritao

75 8,000
60.UddiawanSWP,Solano

28 2,800
61.WanawanSWIP,Solano

30 518
62.NagbitinSWIP,Villaverde

40 3,500

63.UmokSWⅣ,ⅥtlaⅦrde(rebab) 25 505

64.PleZaSWP,Vi1]averde(rehab) 80 438
65.Glt-OngDD,Kasibu

25 1,0(刀

66.DullaoSWIP,Banbang(rehab) 30 488

67.BaⅠeteSWⅣ,Diadi(rebab) 20 276
68.SInaPaOanDD,Sta.Fe

30 690
Sub-total

493

120

25,828

10,000

QUIRJNO

69.NagtipunanSWIP,Nagtipunan

70.AbbagPipeline,Nagtipunan
17 672

71一V111aSantiagoSWP,Aglipay
20 2,500

72.DagupanSWIP,Aglipay 35 3,0∝I
73.SanFrancis00SWIP,Aglipay

40 2,022
74.DlduyonSWIP,Maddela

30 2,500

75.DipintinSWIP,Maddela(rehab) 35 202

76.DumabatoSurSWIP,Maddela(rehab) 15 259

77.SanMarc鴎SWIP,Cabarr卿is(rehab) 100 850
78.Pllar-V111apenaSWP,CabarroguIS

50 3,869
79.Sto.TomasSWIP,Saguday

40 3,599
80.GamJ2:SWIP,Saguday

30 3,000
81.Sta.CJaraDD,Difhn

15 562
Sllb-total

547 33036
TOTAL

4,172

I

319,442
Source:BureauofSollsandWaterManagement

gion JI(2/2)



イサベラ州サンチャゴ市地域農業経済振興計画



フィリピン共和国

プロジェクトファインディング調査報告書

イサベラ州サンチャゴ市地域農業経済振興計画

目 次

1章 サンチャゴ市の概要

1.1立地･自然条件

1.2 社会経済現況

D f + A 4
I I I I b - . . . . - . - . . - I . . .

. . . - . . . - . I - . - r I r I + I

● ■ ■ ■
■ ● ● ● ■ ■ ● 一 一 ● ■ ● ● ● - ■ - -

■
●

■ ■ ● ● ■ ■ ● ■ ■ ■ ● ■ ■ ■ ■ ● ■ ■ ■
■ ●

● ● ●
■ ● ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ● ■ ■ ■ ■ ■ ● ■ -

■ - ■ ■ ● , ■ - - ■ ■ ■ ● - - ● ● ■
■ ● ■ ■ ● ■ ● ■

1.3 社会インフラ現況

2章 サンチャゴ市総合振興計画

2.1背景

2.2 基本構想

2･3 農業振興のう重要性一経済開発における最優先課題

2.4 農業振興の重点課題

3章 提案される開発計画

3.1必要性

3.2 目的及び成果

3.3 調査のアプローチ

4章 総合所見

添付資料

1. TOR(秦)

2.調査団長の経歴

3.調査行程表

4.面会者リスト

5.収集資料リスト

6.現地写真集

ジ
ー

ー

ー

ー

…

ペ

3

3

4

5

5

亡U

6

6

6

7



サ>チャゴ有 機威農耕i5ffBLTW

イサベラ州サンチャゴ市地域農業経済振興計画

(Feasibility Study on Economic Developn2nt through Agricultural Promotion in the City of

Santiago, Isabela Province)

イサベル州のサンチャゴ市は第ⅠⅠ管区で唯一市政が施行されており､第ⅠⅠ管区における農業及

商業の拠点として､今後の発展が期待される｡

1996年､サンチャゴ市当局は基幹産業である農業の振興計画を核とした市の総合振興計画を策定し

た｡ この振興計画は､上位計画として位置付けられている第ⅠⅠ管区及びイサベル州の各総合計画

の開発基本構想に基づいて策定されたものである｡

上記のサンチャゴ市総合振興計画では､基本的な町づくり/村づくりの方向性が示されているもの

の､将来像並びに中･長期的な具体的な施策に係る基本計画･実施計画等は体系的に示されていない｡

今回のプロファイでは､市当局からの上記総合振興計画に係る説q月及び環場踏査を通じて､同市の

経済･社会的拠点としての重要性を確認した｡

総合的に判断して､現存の総合振興計画に則した地域農業経済振興に係る中一長期の基本計画及

実施計画を策定することが重要であり､そのためのフィージビリティー調査の実施を提言する｡

1章 サンチャゴ市の概要

1.1立地･自然条件

サンチャゴ市(City of Santiago)はイサベラ州(Isabela Province)の地方自治体であり､
州都イラガン(Ilagan)の南約80キロ､メトロ･マニラ(Metro Manila)からは約330キロ
北方に位置する｡ 同市には比較的肥沃な平地が広がり､南はカラパE]山地(Caraballo
Mountains)

､束には大シエラーマドL'山脈(Great
SierraMadre)

､更に西にはコルデイレラ山
脈(CordilleraMountainRange)に囲まれている｡市の南ではヌエヴァ･ヴィスカヤ州(Nueva
Vizcaya Province)及びキリノ州(Quirino Province)と接している｡一位置･図参照

サンチャゴ市における年平均降雨量は約l,100ミリである｡ 1 1月から4月までが乾期であ

り､月平均の降雨量は12ミリから100ミリ程度の分布を示す｡ 雨期は5月から1 0月までの期

間であり､月平均の降雨量は100ミリを超える｡ 月別の平均降雨量及び平均気温を表1に示す｡

表1 サンチャゴ市における降雨量及び気温データ

1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 合計

降雨土 13.3 30.0 12.9 35.6 115.3 101.4 146.6 173.0 157.7 142.9 93.7 27.4 1,049.8

気温 20.7 22.0 24.0 26.6 28.2 27.8 27.9 26.6 26.2■ 25.1 23.7 22.0 25.1

注)降雨量(rrrn) : 1990年から1994年までの5年間の月別平均

気温(oC) : 1985年から1993年までの9年間の月別平均

出典) Final Report on C珊Prehensive Land Use Planning Project, Santiago City, 1996

1.2 社会経済現況

サンチャゴ市は､第ⅠⅠ管区: Cagayan Valley (以下､カガヤン管区と略す)の中で唯一市政を
施行しており､イサベラ州及びカガヤン管区における農業及び商業の拠点として,今後の発展が

期待されている｡ 行政上､同市は37の郡に区分されている｡

市の面積は約2万5干ヘクタール､人口は約1 0万人である｡ カガヤン管区の主要都市並び

にイサベラ州､カガヤン管区の人口及び世帯数を表2に示す｡
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表2 カガヤン管区における主要都市の人口及び世帯数

人口 世帯数(戸)
イラガン州サンチャゴ市 98,542 20,769

力ウアヤン 92,677 ー8,927

イラガン(州都) 106,394 ･21,621

力ガヤン州ツゲガラオ(州都) 107,275 20,598

バタネス州パスコ(州都) 5▲772 1,257

ヌエヴア.ヴイスカヤ州パヨンボン(州都) 46,315 9,588

キリノ州カバ□ギス(州都) 22,812 4,559

力ガヤン管区全域力ガヤン管区全域 2,536,035 50g,574

出典: 1995 Census of Population. National Statistic Office

農業生産に関して､ 1980年代後半まで､中部ルソンがフィリピンの穀倉地帯として位置付けら

れていた｡ しかし､ 1991年のピナツポ山噴火以来､中部ルソンの農業は低迷しており､現在で

は北部ルソンのイサベラ州がその中心としての役割を担っている｡

また､イサベル州では,家具製造及び手工芸品､食品加エ､金属加工等の家内工業及び小規模

工業が盛んである｡

市の農用地面積は約16,600ha､その内の約70%Iこあたる約Il,600haが水田であり､年間の籾生
産量は約10万トンである｡ 畑地ではトウモロコシ､野菜､果樹等が広く生産されている｡

1.3 社会インフラ現況

サンチャゴ市の社会インフラ現況は概ね以下のとおりである｡

(1)給水
同市の約4分の1の世帯では､市の水道局が管理する深井戸を生活飲雑用水源として利

用しているが､その他の世帯では共同管理の深井戸及び個人の井戸等に依存している割合

が高い｡ さらに湧き水及び河川､泉等を利用している世帯も相当数存在する｡ 現在､

市の水道局が管理する深井戸は6か所である｡

(2)配電

サンチャゴ市､全37郡において配電網が整備されているが､電化率は約65%に留まって

いる｡

(3)排水･下水･ごみ処理

雨水を集水する市の排水施設は国道沿いに限られており､その総延長は約3キロである｡

市当局は排水施設改善の必要性を認識しているが､財政面における余裕がなく､対応に苦

慮している｡ 同市の下水･汚水施設は機能しておらず､無処理のまま垂れ流している｡

同市の住民一人当たりのごみの日処理量は500グラムであり､この状況が続けば2015年

には日当たり96トンのごみ処理が必要となる｡

(4)道路

同市の主要道路の総延長は350キロであり､市内の道路状況はそれ程問題はない｡ 内

訳は､国道(Natjonal Road)約30キロ､県道(Provincial Road)約20キE=､市道･郡
道約250キロ､ NIAの管理道路約50キロである.

(5)教育

市の教育関連施設は表3に示すとおりである｡

2



サ>チャゴ市 戯脚

表3 教育施設

施設 私立 公立 合計

幼稚囲 3 0 3

小学校 8 32 40

中学校 4 4 8

専門学 校 2 0 2

職業-iJ練学校 1 1 2

コンビ ユークー訓練学校 3 0 3

合計 a) 37 58

出典) Final Report on C洲Prehensive Land Use

Planning Project, Santiago City, 1996

(6)保健衛生･社会福祉
市の37郡それぞれに診療所が常設されている｡ 35の郡には福祉センター(Day Care

Center)常設されており､身寄りの無い人々及び身体障害者等に対して自立を促すための
様々なプログラムが作成･実践されている｡

(7) NGOの活動

サンチャゴ市には現在約20団体のNGOが登録されている｡ その内､ 13団体の活動の場

を市に限っており､残り7団体がカガヤン管区全域を活動の場としている｡

2章 サンチャゴ市総合振興計画

2.1背景

1996年､サンチャゴ市は､基幹産業である農業の振興計画を核とした市の総合振興計画

(comprehensive Land Use Planning Project for the City of Santiago)を康定した｡
この総合振興計画は､カガヤン管区の総合開発計画(Cagayan Valley Strategic Master Plan)

及びイサベル州の総合開発計画(Balanced Economic and Natural Resources Development

Strategy)等の上位計画に掲げられている基本構想に基づいて策定されたものである｡
カガヤン管区の総合開発計画における基本構想では､集約的･多角的な農業に基づく農業生産

(特に米及びトウモE=コシ)の強化が掲げられており､国内における食糧安全保障の一翼を担う

ことを重要課題としている｡ 特に､農産加工特別区(Cagayan Special Economic Zone
-

Free

PortArea : CSEZ-ドPA)の新規開発を前向きに検討している｡ さらに､貧困撲滅のための社会開

発並びに環境保全対策も重要な基本構想である｡

上記のカガヤン管区の総合開発計画では､サンチャゴ市(イサベラ州)並びにイラガン(イサ

ベラ州)
､カウヤアン(イサベラ州) ､ツゲガラオ(カガヤン州) ､ソラノア(カガヤン州)の

各地域が計画実施の拠点として挙げられている｡

一方､イサベラ州の州開発計画では地域の特色を活かした開発基本構想を策定し､以下のよう
な開発拠点を設定している｡

a. サンチャゴ市(Santiago) :農業及び商業･運輸開発の拠点
b. イラガン(Ilagan) :アグロ･フォレストリー開発の拠点
c. ロハス(Roxas) :低地開発の拠点
d. カウアヤン(Cauayan) :エ業振興の拠点
e. パラナン(Palana【) :海岸部開発の拠点

以上の上位計画の基本構想を踏まえて､サンチャゴ市の総合振興計画では町づくり/村づくり

の基本構想が取りまとめられた｡ この基本構想では､農業及び商工業の振興策並びに道路及び
公園､下水道などの都市基盤整備､教育･文化･スポーツ等の振興､環境対策等の様々な事業を
網羅している｡ 特に総合振興計画の重点課題として､市の軽済振興を目指した農業生産の活性

3
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化及び農産加工業の育成が特筆される項目である｡

2.2 基本構想

(1)土地利用

サンチャゴ市総合振興計画では､市街地及びその他周辺部に大別した形で土地利用計画の基本

構想が概定されている｡

a. 市街地区:住居地区及び商業地区､エ業地区等の非農業分野を包括している｡

b.鼻盈塾:現在の農用地については､転用が厳しく制限されている｡ 市の南東部

に広がる天水農地においては､多様性に富む野菜栽培及び果樹栽培等を振興が期待

される｡

c.森林/ェコ･ツーリズム地区:サンチャゴ市の森林面積は限られており､生態系

の保全の観点から森林伐採は制限を受けている｡ 森林の一部においては植林及び

果樹栽培､作物栽培を複合的に組み合わせた農用林の運営並びにエコ･ツーリズム

の実践を指向する｡
d. 生態保全地区:河川の維持管理及び周辺部の生態系の保全､水質改善､レクリエ

ーション施設の整備等を目指す｡
e. 社会インフラ開発特別区:将来の市街地区拡大に必要な地区として計画される｡

さらに､無秩序な市街地開発を抑制し､計画的な町道りを目指す｡ 特別開発区に

おいては､市の娯楽施設及び商業センター､公園等の建設を目指す｡

(2)社会インフラ
上記の土地利用計画に則して､以下のとおり社会基盤整備に係る基本構想がまとめられた｡

a. 給水計画:人口増加に伴う給水体制の整備及び水質の改善を図る｡
b. 配電網整備:市全域の電化率は35%であり､大半の家庭では灯油又はLPGを代用し

ている｡ 将来における電化率の向上が望まれる｡

c.下水施設整備:季節的な洪水が市の中心部に発生しており､既存の排水施設の改
善が望まれている｡ また､効果的かつ機能面で優れた下水施設の整備を目指す｡

d. 市街地環境改善:都市型のごみ及び廃棄物については､現在埋立て地を利用した

処理地区があるが､大部分は小中河川の周辺部への不法投棄という形で処理されて

いる｡ キャンペーン及び普及活動を通じて地域住民の理解と協力を得､ごみの不

･法投棄を改善する｡

(3)道路交通網

道路交通網の整備に係る基本構想は以下のとおりである｡

a. 道路網の改善:幹線道路の整備及び路線網の拡充を図る｡
b. 交通環境の整備:市街地中心部の交通渋滞の緩和を目指した､駐車場の整備及び

交通警官の適正配置を検討する｡

c.交通手段の整備:将来の適正な交通手段として､小型乗り合いパス(ジプニー)
の導入強化を図る｡

(4)社会福祉･教育

社会福祉･教育整備関連に係る基本構想は以下のとおりである｡

a,技術習得環境の整備:職業訓練計画を充実させ､一般職業技術及び特殊技能を習
得出来る環境を整備する｡

b.社会保険衛生施設の充実:現在､各郡では保健所が整備されているが､対象とな
る住民の数に大きな差がある｡ 特に､十分な診療を受けられない郡が存在し､住
民の聞に不平等感が生じている｡ 施設の拡充が望まれる｡
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c. 職員数の充実: 保健所の不足のみならず､保健所の職員の不足も深刻な問題であ

る｡ 職員数の充実が望まれる｡

d. 教育施設の拡充:学校施設の建設並びに贋存施設の改善を図る｡
e. 教師の補充:教師の数が不足しており､教育レベルの低下が深刻な問題である｡

教師の増強及び能力の向上が望まれる｡

2. 3 農業振興の重要性一鹿摘発/=お/fる最庶先願

イサベラ州はカガヤン管区における米及びトウモロコシの大生産地であり､サンチャゴ市はマ

ニラとイサベル州の北部及びカガヤン州を結ぷ農業及び商業の拠点として位置付けられる｡

同州は農業ポテンシャルの高い地域であるにもかかわらず､市場流通網､信用事業体制､普及

事業体制の未整備に伴い､農業の生産性並びに農産物の品質は不安定であり､さらに農民の所得

水準は低迷している｡

地域経済の強化並びにフィリピンの穀倉地帯として安定的な食糧供給を確立するため､豊かな

農業ポテンシャルを最大限に活用し､総合的な農業振興を実現する必要がある｡

2.4 農業振興の重点課題

サンチャゴ市総合振興計画における農業振興関連の重点課題は以下のとおりである｡

( 1 )サンチャゴ市立農業試験場の機能強化

サンチャゴ市の農業を持続的に発展させるための試験研究を実施することを目的として

いる｡ 現在､予算不足のため､施設の充実が十分に行われていない｡

( 2)耕種法の展示
展示Ei]場o)運営は､農家に対する適正栽培技術の啓蒙並びに栽培上の問題点の解明に有

益な手段となる｡ 市当局は農村部の重点地区に展示圃場を設置し､栽培技術の普及強化

図る｡

(3)農業高校の設立
果樹生産並びに付加価値の高い換金作物の普及を目指して､学生のみならず地域の農業

青年に対する農業教育を行うことを目的とする｡ 高校は､上記の市立農業試験場に併設

される予定である｡

(4 )適正農機の普及

農業技術の改良を目的とした､トラククー及び収穫機､播種機､乾燥機､冷蔵施設等の

農業機械施設を導入するための組織を設立し､合わせて啓蒙活動を行う｡ これにより､

適正な農業機械の導入が促進され､先進的な農業技術の普及が期待出来る｡

(5)農業支援インフラの強化

農業支援体制の強化のため､村内道路及び農村部と都市部を結ぷ道路､ため池､小規模

ダム､海瀬用水路､収穫後処理施設等の整備が農業技術及び普及事業､信用事業､試験研
究体制の強化と併行して実施されることが肝要である｡

( 6 )農業信用事業の強化
農民を対象としたクレジット･スキームの整備が必要である｡ この整備には､ CARPか

らの側面支援を期待する｡

( 7 )市場並びに情報提供に係る支援

農産物の価格は季節的な変動があり､安定的な市場を維持させることが重要な問題であ
る｡ 農産物の市場情報を定期的に提供することも重要な課題である｡

(8)畜産物生産

パタンガス及びヌエヴァエシヤ､ヌエヴアビスカヤ､さらにその他の州からの食用肉の

供給が漸減している｡ 豚及び家禽類の肉供給促進が望まれる｡
( 9 )付加価値の高い作物生産

5



ケンヂヤゴ市 棚

フィリピン国においては､ルソン､特にパンガシナン及びベンゲット､イ仁コス､エヴ

アエシヤ､.ヌエヴアビスカヤ等の地域が野菜の主生産地である｡これらの生産地と競合
するためには､高い作物生産の強化が望まれる｡

( 1 0 )果樹風及び農用林における生産性の向上

果樹園並びに農用林の改善は､生態系及び景観､農産物の質等の向上に寄与する｡

(1 1 )内水面漁業の開発

サンチャゴ市には開発が期待可能な地区が数多く存在する｡

(1 2)環境保全計画

無秩序な化学肥料及び農薬の施用を制限し､自然環境の改善を図る｡

3章 提案される開発計画

3.1必要性(具㈱な彪算に締る基本紺･期計画策定)

第2章で述べた総合振興計画では､基本的な町づくり/村づくりの方向性が示されているもの

の､将来像並びに中･長期的な具体的な施策に係る基本計画･実施計画等は体系的に示されてい
ない｡ 同市における農業生産インフラ並びに農業支援体制の整備･強化を図り､農業生産の増

加並びに農産物の品質向上を目指す具体的な基本計画及び実施計画を策定することが肝要である｡

3.2 日的及び成果

サンチャゴ市の社会･経済的な重要性並びに農家の生活水準の向上を図るため､付加価値作物

生産の増産を含めた畑作物生産の多様化を目指す｡ さらに､農村インフラの整備を合わせて行

い､同市の農家の生活の安定･向上を指向する｡

3.3 調査のアプローチ

( 1 )上記2.4で挙げた農業振矧こ係る重点課題を対象として､事業実施に係る優先順位付けを

行う｡ 事業実施の優先順位は､事業の緊急性を考慮した上で検討する｡

サンチャゴ市の地理的な条件を加味した場合､生鮮野菜を大都市住民へ供給することは十分可
能なことである｡ これは､ Peri-Urban Production System (PUPS)､つまり都市近郊型の野菜栽

生産システムの確立を目指すものである｡

マニラ並びにカバナツアン等の大都市圏を対象とした野菜栽培を目指す場合､ある程度の需要
が確保されているが､反面では需要と供給のバランスが不安定な農業を強いられる可能性もある｡

そのための対策として､最新の市場流通に関する情報を常に入手し､市場の変化に柔軟に対応出

来る体制を整えておく必要がある｡

さらに､都市近郊型の農業の宿命として､生活･自然環境保全に配慮した農業形態の維持を心

掛ける必要がある｡ つまり､農薬･化学肥料の無秩序な利用は謹むことを強調したい｡ この

ため､堆肥並びに産業廃棄物を利用したコンポストの生産についても検討すべきである｡

さらに､地域振矧こ対する住民の積極的･自発的な活動を引き出すためにも､住民参加に基づ
く実施計画の立秦が期待される｡

(2 )基本構想に則して基本計画並びに実施計画を策定する｡

基本計画: 基本構想で定めた将来像の実現を目指し､実施すべき施策を体系的に示す｡
実施計画: 基本計画で示した各施策の具体的な事業を､市の財政力を勘案しながら決

定する｡
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(3 )基本計画の策定段階では､住民の意見及び提言等を広く求め､住民参加型による計画の策

定を実現する｡必要に応じて､住居の代表者が組織する｢総合振興計画審議会(仮称) ｣

等を設置する｡ また､市においては､ ｢策定委員会(仮称) ｣及び｢プロジェクト検討
委員会(仮称) ｣等を設置し､住民の意見･提言を計画素案へ反映させる｡

(4 )特に､環境対策には十分留意し､農薬･化学肥料重視の集約的農業の見直し及び有機農業

の可能性､自然環境の保全･創出(ビオ･トープ等の考慮)等を積極的に上記(2)の諸
計画へ取り込む｡

4章 総合所見

フィリピン政府は､ 1991年に地方政府法(Loca一 Government Code 1991)を制定し､地方分権
化を推進している｡

｢法｣の基本理念は､これまで中央政府に集中していた行政の権限及び義務を地方政府へ移管

し､地方政府の独立性と自治能力を高め､これにより一層各地方の実情に則した行政努力を強化

し､その結果として効率的に国家開発目標を達成させる｡ サンチャゴ市は､ 1 994年に北部

ルソンのカガヤン管区において初めて市政が施行された地区であり､カガヤン管区振興の核とし

て更なる発展が期待される｡ 市当局はこの期待に応えるべく､主要産業である農業の開発を中

心命題とした総合振興計画を策定し､開発基本構想を取りまとめたo この構想を下に具体的･
現実的な基本構想･実施計画の策定が強く望まれている｡

サンチャゴ市当局の職員のみならず地域住民の計画参画に対する意識が高いことから､現場に

則した現実的な計画の策定が期待される｡

本計画の総括図(プロジェクト･デザイン･マトリックス)を添付する｡

以上
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プロジェクトデザイン･マトリックス

プE)ジェクト名:イサベラ州サンチャゴ市地域Jt兼軽済振興計画 期間: 1 0年間(暫定)

対象地域: Region nイサベラ州サンチャゴ市 ターゲットグループ:サンチャゴ市農民

作成El : 1998年

プロジェクトの要約 指書 指書データ入手手段 外書条件

上位目書

･サンチャゴ市の農業生産拠点と ･農業生産量 ･州.市の統計 ･地方自治強化政策に変更が生じ
しての重要度が高まる. ･農産物の出荷量 ない○

･生産投入資材の需要と供給量 ･サンチャゴ市の開発政策に変更
が生じない.

プE)ジエクト日寺

･サンチャゴ市の農家の生活が安 ･農家の農業収入 ･州.市の統計 ･州と市との農業普及事務所との
症.向上する. 間で協力休制が維持される○

･州.市単位の開発計画に修正が
生じない○

成果

1.畑作物生産の多様化が計られる○ 1.畑作物の栽培面積の推移 ･州.市の統計 ･普及年制に変更が生じない○
2.サンチャゴ市の農業生産が増加 2.-農業生産量 ･信用事業が所期の計画どおり整備

し､多様化が促進される○ 一家畜頭数
される.

3.農村インフラが改善される. 3.インフラ整備度合

活動 世人

1.農業の多様化が図られる○ ･事業を実施するための予算が滞

-適正な作目を選定する8 日本 フィリピン り無く手舌己される8

一連正耕種法を確立する○ ･農業支援体制において､事業の

一種子または苗の供給体制を整 1.マスタープラン調査団の派遣 1.Region及び州単位の開発委具会 実施に支障を来たすような粗放

傭する○ 2.財政支援 の設立.運営 の変更が行われない○

一作目の市身性を検討する○ 3.カウンターバート研修受け入れ 2.カウンタ-パ-トの提供

-畜産導入を普及する. 4○技術支援のための専門家の派遣 3.事業予算

4.事業担当職員の配置

2.農村インフラが改善される○

-農村給水施設が整備される.

-農村道路が整備される.

3.農業支援件制が強化される. 前提条件

-農業信用事業の強化を図る○ ･農民/関連職員が十分に計画の主

-農機具類の改良を図る○ 旨を理解する○

-農業生産物に関連する､市場 ･頻境保全に対する住民及び行政

･価格情報を定期的に供給奏す の両者において混載が-鼓して
る○ いる○
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Terms of Reference (DRAFT)

PROJECT Tn'LE

LOCAT‥ 0 N

EXECUTING AGENCY

PROPOSED SOURCE OF

ASS ISTNACE

: Feasibility Study on Economic Development

throughAgriculturalPromotion in the City of
Sant iago

: City of Santiago, Isabela Province

in the Philippines

(referI･ocation Map)
: City of Santiago

: Government of Japan

I Background

1.1 Location and Natural Condition

City of Santiago is located in the lsabela Province, around 80 km south of

llangan, which is the provincialcapital and about 330 km north of Metro manila･ The

city faces to the broad area of fertileflat lands in the Cagayan Valley which is

surrounded by mountain systems thatinclude the Caraballo Mountains on the south,

the great Sierra Madre on the east and the Cordillera Mountain Range on the West･

The municipality of Ramon bounds its north-northwestem part･

AsshowninTable 1,the city has aannual average rainfall of around 1,100mm･

Dry season ranges &om November to April with 12mm to lOOmm for monthly

rainfall, while wet season from May to Octoberwith over lOOmm･ Table lindicates

monthly rainfall and mean temperature･

Notes)
1･ Rain血1】 (Ⅱ皿):Average monthly rain血1】during 5 years from 1990 to 1994

2･ Temperature (oC):Monthly mean temperature dming 9 years from 1985 to 1993

SotlrCe: Final Report on Comprehensive I.and Use P]aJming Project,SaJltiago City

1.2 Current Social EconorTly

CentralLuzon had been the granary province of the country, however with the

destruction of broad tracts of prime agricultural lands in the CentralLuzon with

eruption of Mt･ Pinatubo, the distinction of being the major food basket of the country

now sifted to the plains of NorthernLuzon particularly in the Province of lsabela･

Out of totalagricultural1andinthe province, about 95 % or around 360,000ha

are planted to various types of grain Crops.Aside from gralnsthere arealso other
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typeof crops grown by local farmers including tobacco. Root crops,fruits,and

vegetables

lsabela province is also home to cottageand small scale enterprlSeS Such as

fumiture making, handicrafts, food processlng and metal cra丘･ Out of the 244

registeredmanufacturing industries, 233丘rms are in cottageindustries, 233血ms are

in cottage industry the rest are in the small scale manufacturing activities.

Out of the total1and areainthe city, around 16,600ha are devoted into

agriculture･ Around ll,600ha , or 75% out of totaiagricultural land are planted with

paddy, while the rest area is devoted to some other crops such as corn, vegetable and

fruits･ Production-wide, the city isindeed one of the major source Of paddy in the

reg10n aS it averages around 101,000 tonsannually per one cropping. ne dominant

of paddy production in Santiago is determined, to certain extent, by the flat termin

which makes ithighlysuitablefor the cultivation of gralns.

Paddy cultivation is pervaded in the city, in where the land is flat, under

irrigated condition and able to be used for multiple cropplng. In sloping and upland
areas, upland rice isused in rotation with vegetables and cornand other temporary

CrOpS･

As血r as the agriculturalsector is concerned,almost whole agricultural landin

the city is either irrigatedand irrigable, namely the city has significant potential1and

to be placed under irrigation.

In the 1995 Census of Population, the city had a totalpopulation of around

100,000, secondly justto Ilagan, but slightlyhigher thanthe municipality of Cauayan

as shown in Table 2.

Table2T○talP○pulatl○nandH○u$○h○IdlnRegi○nlI

PoDuhtion No.ofHotISehold

Ilan脚皿ProvinceCityofSantiago 98,542 20,769

Callayan 92,677 18,927

Ⅰlagan(capitalー 106,394 21,621

TuJ!CgaraOProvinceTup卯aO(CaPitalー 107,275 20,598

BatancsProvinceBasukorcapita1ー 5,772 1二257
Nt)evaVizcayaProvinceBayontDJ1(Cap]'talー 46,315 9,588

QtlirinoPfovizlCeCabaJTO丹lis(capitalー 22,812 4,559

Wholeregion 2,536,035 509,574

Sour(盟: 1995 GさnStB
Of Pqpula(ion, NationalStatistic Ofrl伐

1.3 Socjal-1nfrastructure

General condition concermng social infrastructure is shwon as follows:

(1) WaterSupply

Only about one-fourth of the totalnumber of households have their own water

tapwith water to be supplied by the city, which is calledthe local water district.
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Other households are forced to get their daily supply of portable water from

communal piped deep wells (24%) or from their own individualwells (18%)･ The

rest of households depend on piped shallow wells, dug wells, and from peddlers･

There are many factors which constraints the capability of the local water

district･ One constraint is a limited丘nancial capability･While there is an option to

avail of loansformforeign / localfundinginstitutions, this takes timeand requires

strict compliance to certain guidelines issued by the concerned丘nancial institutions･

(2) PowerSupply

Based on the 1990 census, majority of the householdsinthe city use electricity

for lighting. Out of a totalof around 17,500 households, 67% or around 12,000

households are still using kerosene asfuel for lighting･ Others who have the means

use liquefiedpetroleum gas or LPG as source for lighting.Althoughall of 37

Barangays have been energized, notal1 households have access to electricity･

(3) Drainage System and Sewerage Facilities

Dminage system in the city is limitedalong the nationalhighway･Length of

this system is counted for around 3kn･ With a relatively booming construction

industry, the city government saw the need to establish an additionaldrainage system･

Unfortunately, additional construction is not camied out on schedule.

(4) Road and Transportation

Tbe city has a totalof around 350knofroad, out oftotalroad network, around

27km are national road, 22knare provincial roads,and the remalnlng is for either city

or barangay roads.

(5) Education

Table 3 shows number of existing educationalinstitutions.

Table 3 Numbor of Formal Education lnstjtutes

ⅠJIStitutions Private Ptlblic Total

Pre-school 3 0 3

ElenentarySchool 8 32 40

SecondarySchoo1 4 4 8

Co]1edate/Tertiary 2 0 2

Vocationa) 1 1 2

ConT)tlterSchoo) 3 0 3

Total 21 37 58

Source) Final Report on Comprehensive I^nd Use Plaming

Projcct,Santiago City, 1996

(6) Health

A totalof 37 Barangay (sub-district)health stations are in existencewithih the

city･ In the city, 35 of Day CaLre Centres (DCCs) were established and

Santiago- 3



institutionalized as welfare umits･ Furthermore, this DCCs have various programme in

order to support disadvantaged personsto achieve self-reliance and productivity in

collaboration with the city socialwelfareand development office･

(7) IACal Participation of Non-Governmental Organizations

Twenty non-government organizations (NGOs) are present in the city･ Out of

them, 16 organizations socio-civic organizations, two of which have religious

leanlngS･ While 13 NGOs are operating exclusively for the city,and the rest

encompasses the region aS areas Of their operation･

H. Agricultural Sector in Comprehensive Land Use Planning Project

2.1 Background

ln 1996, the city govemment formulated the comprehensive land use plannlng

projectfor the city of Santiagoinwhich agricultural development is promoted as

arterialsector in the city･ In order to ensure the success of any undertaking even

within th con丘nes of the city, it must be in harmonywith localgovernment needsand

in tune with the larger reglOnal and provincial pr10rities･

In the regionallevel, t争eRegional Development Council (RDC) has recently

formulated its ownversion of the uPhilipplneS 2000n with what they call the Cagayan

Valley Strategicmaster Plan･ This 15-year development planwhich is the conclusion

of the integration of the Regional Physical Framework Plan and the Regional
Development Plan underscores the development vision for the entire Region II.

The focus of the丘rst strategy lS Onthe development of its land resources with
theview of attaining surplus agricultural production throughintensifiedand
diversified agriculture･ Particularly,riceand paddy will contribute to be the reglOn's

major crops as these serve asthe country's staplefoodinorder to secure athe national
food security･ Secondly, the reglOnal government has committed to dev?lop the

cagayan specialEconomic 2bne-Free Port jbea (CSEZ-FPA) in Sta･Am, Cagayan
province･ The CSEZ-FPA is envisioned to contribute as the reglOnal processlng

centre of agriculturalproducts.

The strategy proposed to develop the pnmary growth centre, that is the City of

Santiago (Isabelaprovince),Ilagan (Isabelaprovince),Cauayan (Isabelaprovince),
Tuguegarao (Chgayan province),and

Solano (Cagayan province).

On the contrary, in the Balanced Economic and natural Resources

Development Strategy in Isabela Province, followlng development centres are

nominated, considering the specified characteristics:

a･ CityofSantiago: Centre for agricultural, commercial, transportation

b･ Ilagan:

c. Roxas :

d･ Cauayan:

deveb pment

Centre for agro-forestry development

Centre for low-land area development

Centreforindustrial promotion
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ら. PalaⅡan : Centre for ofE5hore development

Based on the basic strategy of the upper development plan mentioned above,

the master plan for the City of Santiago formulated basic concept for physicaland

human development･ me Master Plan consist of promotion plan for agricultural,

commercial and industrial development, rehabilitation of social infrastructure such as

road, park, sewerage, etc･, promotion of education, culture, and sports, environmental

conservation, etc･ Particularly, activation of agricultureand promotion of agricultural
industry are indicated as requisite arterialpoint･

2･2 Necessity of Agricultural Prornotion

Riceand cornin Isabela province has important role to supply foodin

Cagayan Valley Region, while the City of Santiago is defined as base～ area for

agriculture and commerce, linking Mami1aand Cagayan Province･

Isabela Province has huge potential of agriculture, however agricultural

productivity and quality of agriculturalcommodity is not stable and血rmer's income

level is still stagnated due to poor condition of market network, credit scheme,

extension system, etc.

It is necessary to maximize agricultural potentialand undertake integrated

agricultural promotion,inorder to corLSOlidate regional economy and establish

sustainable food supply as granary of the country.

213 HigMights for Promotion of Agricultural Development

Highlights for promotion of agricultural developmentinthe Master Plan is

indicated as follows:

(1) Establishment of the Santiago A野iculturalResearch Centre

This Research centre must continue to conduct experimental and research

work,aiming at sustainable development of agriculture in the city･ Currently,

facilities have not been improved due to shortage of hancialbudget･

(2) Demonstration Farming

The city needs to ensure that血rmers are globally competitive in terms of

agriculturalskills and production･ This is where demonstration血rmlng may Prove

beneficial･ Demonstration farmlng lS an effective mechanism to prepareand teach
farmers.

(3) Establislment of an AgriculturalHigh School

Aiming at dissemination of tree crop and cash crops which are more value-

added, students as well as out-of-school youth must be tappedand taught to be more
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responsible land cultivators,wise agriculturist･ T山s agriculturalhigh school is

planned to be establishedinthe same compound of the research station.

(4) Ensuring the Availability ofTools and Farm Equipment

lt is proposed to create partnershipwith the private sectorinorder to generate
funds to introduce proper farm equipment like tractors, harvesters, seeders, dryers,

cold storage･ etc･ This is to enable local farmers to avail of these血m implements

and in the process learn the modern methods of farmlng･

(5) Enhancement of Agricultural Support Infrastructures

To keepintimewith agricultural expansion, the constructionand development

of feeder roads, farm-to-market roads, water impounding areas,mimidams, irrigation

canals, post-harvest facilities and others should be done in a parallel manner･

(6) Consolidation of Credit Financingand I.oan Scheme

The government should support the Bnancial needs / requirements of血rmers.
This can also be implementedinsupport o fthe CARP Programme･

(7) MarketingAssistanceand Information Support

Marketing of farm
products should be guarded against seasonal prlCe

fluctuations･ If needed, imposition
oQ)riceceiling and pricefloorswill be resorted to

inconsultation
with privateinitiatives at ensurlng the stability of the market･ More

importantly, it provides information on the conditionand location of favourable

markets for agricultural products･

(8) Livestock Products

Livestock production must be promoted to supply the meat demand and

requirements Of thepeople in the city in order that importation from Batangas, Nueva

Ecija,Nueva Vizcaya and other nearby provinces be minimized.

(9) High Value Crop Production

Like meat･ the vegetables that suppliers the need for the city,s daily demand

originate from different points of Luzon, notably Pangasinan, Benguet, Ilocos, Nueva

Ecijaand Nueva Vizcaya･ To reduce this dependence, cultivation of similar high

value crops is encouraged.

(10) Orchardand Forest Tree Farming

The establishment of orchards and forest tree plantation are of paramount
lmportance because of its ecological implication, high aestheticand market value.
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(ll) Aquaculture Development

The numerous natural sprlngS, brooks, and rx)nds,riversand stream which

dissect the land may be developed as potentialaquaculture sites･

(12) Environmental Protection Programme

Because of the wanton and misguided use of chemical fertilizer andpesticides,

pollution is a very real threat to the city's environment･

‖ Developrnent Plan to be Required

3. 1 Rationale

Comprehensive Land Use Planning Projectdoes not show future target and

concrete plan and approach to realize medium and long plan･ It is necessary to

formulate concrete plan , almlng at improvement and promotion of increment of

agriculturalproductionand quality of agricultural commodities.

3･2 0bjectives and Target

ln order to upgrade the importance of the cityviewlng social and economical

aspectsand promote血rmer's living standard, it is proposed to rehabilitaterural

infrastructure and promote improvementand sustainability of farmer's economy･

3･3 Approach forthe Study

(1) Prioriti2ation of development component

Asfor the highlights for agricultural development, it is necessary to put

development priority･ Priority should be put to each highlight, considering the

emergency of each highlight.

Especially, the city have significant potentialto supply丘esh vegetables to

consumersinthe Metrorx)1itan, considering topographic advantage of the city･

Namely, it is necessary to establish vegetable production system, which is called Peri

- UrbanProduction System (PUPS). In order to dealwith unstable market,

information on marketand price should be required･

(2) Formulation of Basic Plan and Action Plan

Considering the comprehensive plan mentioned aboveinSection 2.3, it is

necessary toformulate basic plan and action plan as follows:

Basic Plan In order to reali2:e the development pictureinthe comprehensive

plan, itis necessary to formulate concrete plan･
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Action Plan Detailed action to be formulated in the basic plan should be

prioritized, considering the physical andfinancialcapability of

tbe city.

(3) In each step for formulation of development plan, it is necessary to establish

committee for bene丘ciaries and government sides each other,inorder to extract

broad opinion and proI氾Salof beneficiaries.

(4) Paying requisite attention to
envir?nment,

it is necessary to review intensive

agriculture, sustainability of organ1C agriculture, conservation and creation of

naturalenvironment (i･e･biotope) aJldfurther adopt these conclusio~n to

formulation of development plan.

IV･ ScopeoftheStudy

The Study has been programmed for execution by the following steps, as

shown in Attachment 1 ofworkflow chart.

Step-1 wQZk consists of preparatoryandinccption worksinJapaninorder to

analyze available reportsand information.

Step-2 work covers (I)con血Ⅶation on the existing conditions of the city from the

viewpoint of agro-ecological, economic, agricultural, institutional,and

environmental aspects･and (ii)reviewing the development components in the

Master Plan.

Step-3 work comprises the studies to (i)select priority components based on the

Master Plan, (ii)formulate basic planforintegrated development plan, (iii)prepare

action programmes for implementation of the recommended programmes/ projects,
considering time span.

(1) Step-1 work: Preparatory and Inception Work

ln Japan preparatory workwill mainly be concentrated on a review of readily

available documents related to the study, prior to the commencement of the丘eld work

in the Philippines.

(2) Step-2 work: Cbnfirmation of Existing Conditions, Development Potentials and

Co nst r血t s

l) Collection and review of data

From the point of agro-ecological,economic, agricultural, institutional, and

environmentalviews, data and information on existing agriculturalsituations

shall be collectedandanalyzed. This workwill include, but not limited to the

followlng items:
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a) Reviewand evaluation of development concept,

b) Review on the existing agriculturalsituation,

c)
Review of the existinginstitutional situation,

d) Review of current situation on social in&astructure,

e) Review on the existing situation of marketing system,

り Review of basic policies of the nationaland regionaldevelopment plan,

g) Analysis and review of the existing agricultural production and related

infrastructureand plansfor development/ improvement,

h) Preliminary examination of natural and social environmental

conditions, and

i) Review of on-going projectsand
development planformulatedinthe

city, concerning agriculturalsector.

2) Reviewing the development componentsinthe master plan

Development componentsinthe master plan should be reviewed from the

physical and economicalviewpoints of agriculturaldevelopment.

(3) Step-3 work: Preparation of Development Framework

l) Selection of priority components

Priority components with high potentialsfor agricultural production shall be

selected, based on the resultsfrom theanalysis of development rx)tential and

constraint s.

2) Formulation of the basic planfor integrated development

On the basis of the development concept in the Master Plan, basic plan for

integrated agricultural development shall be formulated･ This framework for

the followlng Sectors Should beformulated;

a)
Enhancement offunction of the agricultural research institutes

b) Implementation of demonstration plot

c) Establishment of agricultural high school

d) Dissemination of proper agricultural tools

e) Consolidation of agricultural supportin&astructure

f) Consolidation of agricultural credit scheme

g)
Marketing assistanceand information support

h) Livestock products

i) High value crop production

j) Orchard and forest tree血rming

k) Aquaculture development

l) Environmental protection programme
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3) Preparation of action programme

Action programme shall consist of programme/projects
to be implemented

during the short, medium,and long term planrung periods･ The

programme/projects to be taken up during this periods should be selected,and
implementation schedule of the selected priority programme/projectswill

be

formulated.

lV･ Schedule and'subnission of reports

The conduct of the Study is estimated at 12 months. TYle tentative schedule is

glVen in Attachment l･ Corresrx)nding reports will be submitted to the Government

of the PhilipplneS aS follows:

(i) Inception Report

To be submitted at the end of the丘rst month a丘er commencement of the

Study;

(ii) Progress report (1)

To be submitted at the end of the 5th month of the Study;

(iii) Progress report (2)

To be submitted at the end of the loth month of the Study;

(iv) Interim Report

To be submitted at the end of the 7th monthofthe Study;

(v) Dra丘FinalReport

To be submitted at the end of the 12th month of the Study･, and

(vi) FinalReport

To be
sふitted within one (1) month after receiving comments from the

Department of Agriculture on the Dra氏Final Report･
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V. Experts Lnputs

Totalmanpower requ汀ement is estimated at 80 man-months asfo1lows:

Exper(s Reqtlirement

(M/班)

(1)TeamJeader 12

(2)A灯OtLOmiSt 12

(3ーAqo-economist(nalketindcreditー 10

(4ーLivestockexTnrt 5

(5)Institutiotlal/farmer'sorganiz血ionexpert ll

(6ーⅠrrigatio皿/drainageengineer 10

(7ーHydrologist/WaterresourcesDev.planner 3

(8ーStructllredesi伊/COSteStimateexpert 8

(9ーEnvironmentalist 4

(10ーPfqiecteconomist 5

Total 80

V]. TransferofTecrlnOlogy

ln the course of the Study, on-the-jobtraining and seminars will be provided

to local counterparts on the entire aspect of projectpreparation. Overseas training will

also be programmed･ Tmining will cover subjecton甲nducting Geld surveys (e･g･soil

and land-use, socio-economic, geology, hydrology, upland agriculture, livestock,

environment, etc･)as well as detailedanalysis, planming and design of the major
components of the

project.

VH･ Undertakings of the Philippine Government

To血cilitate smooth and effective execution of the Study, the Philippine

Govemment will undertake the following measures:

(1) To provide all information essentialto the Study;

(2) To provide counterpartperso皿el_to work on afull-time basis with the

experts; and

(3) To provide ofBce space equipped with necessary血cilities and vehicles.
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mACHMENT ･ 1

Tentative Work Schedule

Feasibility Study

On

Economic Developrnent through Agricultural Promotion in thi city of Santiago

WorkingMonth

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 EE] 12 13 14 15 16 ー7

Step-1
1. PreparationoflnceptionReport

Step-2 2.
CollectionandreView

of data

3.
ReviewlngthedeVelopment

componentsinthemasterplan

Step-3

4. Selcctionofprioritycomponents

5.
FormulationofthebaSicplan

forintegrateddeve[opment

6. Formulationofthedetailedplan

7.
Prcparationofaction

PrOgrarnme l

SubmissionofReportsC○n¢erned

lCRPR(1)lTRPR(2)DFRFR

Ill Work in the PhilippJneS

[コ Work in Japan

lCR : Lnception Repor( DFR : Draf( Final Report

PR.: Progress R甲Ort FR : Final Report

LTR (1) : lst Interim Report

lTR (2): 2nd lnterim R甲Ort
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CARP土地配分促進に係る土地利用計画

(Land Use Study for the Effective lmplerTY)ntation of CARP)

10年間の時限立法として施行された総合農地改革計画(Comprehensive Agrarian Reform

Program : CARP)は､ 1998年にその最終年を迎える｡ ただし､ 2004年まで延長して実施されるこ

とが確認されている｡ 1997年現在､土地配分の実績は､所期の土地配分の目標である約810万ヘク

タールの約54%(こ相当する約440万ヘクタールの土地配分が完了している｡ ラモス政権時代に土地

配分は飛躍的に増加したが､様々な問題も指摘されている｡ 特に､国土利用法の欠如により引き

起こされている､各セクターで競合している土地需要､無秩序な農地転売､急速な都市化､自然環

境の破壊などは､今後も効果的な土地配分を実施していく上で早急に改善が求められる｡ これら

の問題を放置したままでは､今後の土地配分の進捗に支障をきたすのみならず､受益者農民に強い

不満が皆様することが危供される｡

今後土地配分が行われる農地､約370万ヘクタールは､低平地に広がる水田は少なく､丘陵地に広

がる農業の適正から見てもあまり条件のよくない畑地/草地が対象となる｡ 広大な土地配分予定

地を有する第IV及び第V､第VI､第VIII管区では､今後土地配分に絡む問題が噴出することが予想さ

れる｡ さらに､第V及び第VI管区においては土地配分達成率が50%以下と低調であり､第V及び第

VIII管区においてもその達成率は50%程度であり､今後の進捗に不安が残る｡

今回捷奏する開発計画では､総合農地改革計画に内在する問題点を総括し､制定が予定されてい

る国土利用法を考慮し､全国に適用できる土地配分方法を模索し､モデル管区を選定し実際の土地

配分並びに開発計画を先行して実施する｡ モデル管区として､上記の第V及び第VI､第VII管区を

選抜した｡

1辛 背景

1.1フィリピン国の経済

1998年6月､フィリピンにおいて新政権が発足し､市場経済及び貧困撲滅に重点を置いた新経

済政策が発表された｡
1993年以降､フィリピンでは電力事情が好転し始め､ 1993年の実質GNP成長率は前年比2.1%増

と回復の兆しを見せ､さらに1996年には前年比7.2%(こまで上昇した(義一1参照) c しかし､

1997年､東南アジア周辺諸国における通貨危機に端を発した経済不安によって､フィリピン国の

実質GNP成長率は5.3%rこまで落ち込んだ｡ その結果､ 1992年から1997年までの5年間における

一人当たり実質GNPの年平均成長率は1.8%であった｡ 1998年における実質GNP成長率は2-3%

を予想している｡ なお､一人当たり実質GHPは1992年11,400ペソから1997年には12,700ペソ

(1,166ドル相当)へと増加した｡

表-1実質GNP

転Il濃Il計l卦l卦l卦l訂
出典: -rhe Presidentls 1997 Socioeconomic Report, NEDA

国家統計局(National Statistics Office)による3年毎の生計調査の結果では､総人口に対
する貧困層の割合は19gl年の3g.g%から1994年の35.5%へ減少した｡ 1998年の目標では､貧困

層の割合を約30%まで低減させる計画である｡
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新政府の経済開発の枠組みの中では､食糧並びに農産加工原料の安定的増産のみならず都市部

における購買力の向上を図ることが期待されている｡ さらに､経済発展を図るための方策とし

て､農業及びエ業の間での相互関連の強化が挙げられている｡

1.2 総合農地改革計画の現況

総合農地改革計画(Comprehensive Agrarian Reform Program : CARP)の目的は､全国の民有
地並びに公共地から選定された約810万ヘクタールの農地を対象として､対象となる小作農居に
土地配分することである｡ 810万ヘクタールの内､約430万ヘクタールは農地改革省

(Department of Agrarian Reform､以下DARとする)が分担し､残り380万ヘクタールについて

は環境･天然資源省(Department of Environment and Natural Resources､以下DENRとする)
が分担している｡ 主に､ DARが担当している地域は､国有農地を含む民間の農用地の配分であ

るのに対して､ DENRでは譲渡可能地(Alienable and Disposable Area)と呼ばれる公共用地並
びに林地に点在する畑作地/草地を対象とした､土地なし農民への農地配分を行っている｡ 特

に､後者の畑作地/草地は､ Stewardshjp contractと呼ばれる耕作権を受益農民へ発行するこ
とにより､農民は25年間の土地所有が認められる. その後､さらに25年間の更新が可能であり､

都合50年間の耕作権が確保されることになる｡
1997年6月現在､上記のDAR及びDENRによる土地配分の実績は810万ヘクタールの約54%､約440

万ヘクタールである｡ DARの場合､土地配分達成率は約60%であり､その中でも第IX及びX,

CARAGA管区における土地配分達成率は､ 98%及び89%､ 88%とそれぞれ比較的高い実績を記録して

いる｡ また､第V及び第VI､第〉ⅠⅠ管区等では､土地配分の達成率は50%以下である｡ すなわ

ち､第V及び第VI､第VII管区の地域では､依然をして75万ヘクタール以上の農地が土地配分され

ていない. DENRの達成率は約50%である. DARにおける農地改革の進捗は以下のとおりである｡

農地改革省担当の農地配分進捗( 1997年6月現在)
管区(Region) 目標(ha) 実績(ha) 差(ha) 達成(%)

CAR 77,856 35,459 42,397 46

CARÅGA 200,262 158,451 41,811 79

Reg10nⅠイロコス 140,340 109,955 30,385 78

RegionⅠⅠ力ガヤン.バレー 300.055 259,356 40,699 86

RegionⅠⅠⅠ中部ルソン 394,902 298,626 96,276 76

RegうonⅠV南部夕ガログ 386,023 208,169 177,854 54

RegうonVピコール 453,769 152,886 300.883 34

RegionVⅠ西部ヴイサヤ 559,688 198,13g 361,549 35

RegionVⅠⅠ中部ヴイサヤ 166,802 71,644 95,158 43

RegionVⅠⅠⅠ東部ヴイサヤ 385,505 217,624 l67,881 56

RegionⅠX西部ミンダナオ 187,889 176,551 ll,338 94

RegionX北部ミンダナオ 179,928 l54,263 25,665 86

RegうonXⅠ南部ミンダナオ 287,53ー 204,06l 83,470 7ー

RegionXⅠⅠ中部ミンダナオ 569,903 331,939 237,964 58

Tota一 4,290,453 2,577,123 1,713,330 60

出典: DAR内部資料(1998年)

1.3 国土利用法(National Land Use Act)

昨年から国土利用法(National Land Use Act)が国会で審議されており､結論が出るまでに
は､さらに時間がかかるものと判断される｡

この国土利用法は､技術的な適正及び経済的な妥当性､社会的な整合性等を加味して､土地の

生産性を最大限に発揮させ､食糧安全保障の観点から食糧自給率の向上を目指すための法律であ

る｡ そのための方策として､各土地利用のカテゴリーを厳密に定義し､農用地の維持･管理を

徹底させることになる｡

2
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上記の国土利用法では､有効且つ持続的な国土利用を目指すための国土利用実施計画の策定が

義務づけられている｡ この国土利用実施計画(Physical Frarrcwork and Land Use Plan)は､

国･州･地方自治(市､郡等)別に作成される｡ 特lこ､全国を対象とした国土利用実施計画策

定の支援ツールとして､土地資源情報管理システム(Land Resource and lnformtion System)

及び地理情報システム(Natjonal Base Mappjng Program)の構築が､上記の国土利用法におい

て提唱されている｡

国土利用の実施機関として､法律制定後に土地利用審議会(Land Use Poljcy

Administration)が組織され､国土利用計画実施の中枢となる｡ この審議会の下に各管区並び

に地方自治体(州)に土地利用委員会(Loca Land Use Corrmittee)が編成される｡

1.4 課J(及び制限要因

現在の農地改革における課題として､ 1)農業の生産性及び2)食糧自給/食糧安全保障､ 3)
土地価格評価/配分が挙げられる｡ 概要は次のとおりである｡

(1 )農業の生産性

現況の総合農地改革計画では､土地資源の評価､つまりその土地がどの程度の生産力を有して

いるか､といった農業の効率性･生産性を加味した土地配分条件は与えられていない｡ これは､

次のような理由による｡

一 環在の土地配分の査定条件は､現況の土地における耕作権に左右される｡
- 前提として､現在耕作している規模によって土地配分が行われている｡
-

エステート及び移住地等の大面積の土地の配分に関しては､画一的な土地の線引き

による土地配分が行われている｡

このような状況の下では､配分された土地の生産性については考慮されておらず､画一的･機
械的な土地配分が行われている｡ 上述のとおり､現在までの農地改革は､水田を優先的に対象

として取り上げ､土地配分が行われていた｡ 水田は概ね低平地に分布しており､地形･土壌条

件による極端な土地生産性の違いは見受けられないo 今後､土地配分の対象が畑地及び草地へ

移行した場合､地形一土壌条件の違いは土地生産性の優劣へ直接影響を及ぼす可能性がある｡

その場合､土地配分を受けた農民の農業収益性についても､今以上に土地生産性に基づく優劣が

生じるものと判断され､不公平感は助長される｡

( 2 )食糧安全保障と生産拠点

農地改革並びに食糧安全保障に対する障害は､無秩序な農用地の非農用地への転用である｡

DARによって把握されている非農地への転用は､ 1989年から1997年の8年間で約5万6,000ヘクター

ルに及んでいる｡ この転用の多くは､第ⅠⅠⅠ､第IV､第VI､第VII､第XI管区等で突出している｡
さらに､農地配分を受けた農民自身が農地の所有権の売却したり､抵当に入れてしまう事例が多

く見受けられる｡ また､農地が農民に分配される代わりに､ゴルフ場や遊休の宅地､工業用他

に転用されている例もある｡ これらは農地改革の目的を逸脱した由々しき事態である｡
これら農地転用は､ DARによって把握されていない転用･転売を合わせると10万ヘクタールに

及ぶものと推察される｡ これらの転用理由は以下のとおりである｡
一

総合的な国土利用に係る法制度が欠如しているため､農業及びエ業､環境､住宅､

その他の利用形態等の間で競合が生じている｡ 国土利用法の早期制定.施行が望

まれる｡
一 土地利用を管理･調整している組織は単一ではなく複数の組織が関連しており､関

連機関の闇において､機能が重複している｡ そのため､土地配分後のモニタリン

グが十分に行われていない'.
-

現在ある法制度､規則､法規､政策等に不備がある｡

土地転用の問題は､農地改革の存続のみならず農業発展の継続の観点から深刻な問題である｡

3
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(3 )土地価格評価/配分

土地価格の査定及び評価基準の欠如が土地取得時の問題として取り上げられる｡ 実際､土地

銀行(Land Bank of the Philippines)が行っている土地の査定･評価に関しては､生産性のな

い農地並びに荒地は除外されており､査定･評価自体に関しても土地銀行の意向が強く反映され
ている｡ 土地配分から除外されている土地に関しては､地主側に土地配分の遅延の責任が負わ

されている結果となり､しばしば地主と土地銀行の間で対立が生じており､裁判に持ち込まれる

場合もある｡ また､土地銀行による土地査定･評価に必要な調査の実施が地主の反対運動によ

って､土地配分が遅れている地域も見受けられる｡

2章 提案される開発計画

2.1計画の必要性

(1 )土地資源評価

1章で述べたとおり､農地改革の進捗は1997年6月現在で約60%である｡ 残る40%､約170万ヘ

クタールの内訳として､第V及び第VI､第VII管区における土地配分の進捗が大幅に遅れている｡

現在までの農地改革では､水田地帯を中心として土地配分が進められており､今後の170万ヘク

タールの土地配分については､高地及び丘陵地に広がる畑地並びに草地が主体となると判断され

る｡

一般にこれら畑地並びに草地の生産性は水田に比較して低く､今までの画一的な土地配分方法
では､受益者農民の間でかなりの不平等感が生じる危倶がある｡ 今後の土地配分においては､

土地の面積のみならず土地の生産性を考慮した土地配分手法の確立が求められる｡

( 2 )土地資源評価を加味した開発計画の立案

農地改革省では､土地配分が完了した地区を対象として農地改革共同体(Agrarian Reform

Communjty､以下ARCと略す)を設置することを指導している｡ 各ARCでは､早期のボトムアッ

プを目指した開発計画の策定(Agrarian Reform CoTWnUnity Developn℃nt Plan : ARCDP)が義務
づけられており､住民参加型による計画立案が地方行政の指導の下で行われている｡ この様な
状況の下､･日本政府は既存のARCを対象とした有償資金協力を行っている｡ 環在､農業インフ

ラの改善を目的とした農地改革インフラ支援事業(ARISP)並びに農業信用事業の強化を目的と
した土地銀行農協支援金融計画(RASCP)が稼働している｡ ただし､現在のARCDPでは､土地配

分が終了したARCが対象になることから､土地の生産条件の低い土地が配分された農民にとって

は､ ARCDP自体が無意味な計画となり､さらに支援事業が実施されても十分な恩恵を受けられな

い可能性が生じる｡ また､ ARCは土地配分を終えた全ての地区に設立されておらず､支援事業

を受けられる地区に偏りが生じている｡ 今後は､土地配分が行われる地区を対象として､土地

生産性並びに対象農民の収益性を考慮した土地配分の実施が焦点となる｡

(3 )国土の有効利用を目指した実施計画立案

l.3で述べたとおり､現況では国土利用法(National Land Use Act)が制定されておらず､無
秩序な土地利用が展開している｡ CARPの下で持続的･効果的な土地利用を目指すために､早急
に国土利用に関する実施計画を策定することが肝要である｡ さらに各地方自治における土地利
用計画は､上記の法制定後1年以内に策定することが義務づけられている｡ ただし､土地利用

計画が各地方自治体において無秩序に策定された場合､それを取りまとめて最終的な全国を対象

とした国土利用計画を策定するためにはかなりの努力を要することが推察される｡ 各地方自治

において､可及的速やかに土地利用計画を策定するためには､何らかの雑型が必要である｡

4
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2.2 日的及び成果

2.1で述べたとおり､今後土地配分が必要となる農地､約370万ヘクタールは､低平地に広がる
水田は少なく､丘陵地に広がる農業の適正から見てもあまり条件のよくない畑地/草地が対象と

なる｡ 広大な土地配分予定地を有する第IV及び第V､第VI､第VIIIでは､今後土地配分に絡む

問題が噴出することが予想される｡ さらに､第V及び第VI管区は土地配分達成率が50%以下と
低調であり､第V及び第VIII管区においてもその達成率は50%程度であり､今後の進捗に不安が残

る｡

今回捷案する開発計画では､総合農地改革計画に内在する問題点を総括し､国土利用法の制定
を考慮した､全国に適用できる土地配分方法を模索し､モデル管区を選定し実際の土地配分並び

に開発計画を先行して実施する｡ モデル管区として､上記の第及び第VI､第VII管区を設定す

る｡

本計画の目的は､土地配分を受けた農家の農業収益の安定･向上を目指すことである｡ この

目的は､土地生産性を考慮した不平等感の少ない土地配分が実施され､土地配分を受けた農地の

生産性が向上する土とによって達成される｡

2.3 アプローチ

開発計画のアプローチの概要は次のとおりである｡

( 1 )不平等感の少ない土地配分計画の策定:

一 衛星画像解析による最新情報をGIS入力し､土地情報データベースを構築する｡ その際

に必要となる主な基礎情報は以下のとおりである｡

･地籍 ･土壌 ･道路

･土地利用現況 ･地形(等高線) .行政昇
一

上記のデータベースに基づき開発ポテンシャルマップを作成する｡土地配分に必要と

なる主な図面類は以下のとおりである｡

･地籍図 ･土壌図

･地形図 ･土地分級図

一土地利用図
一 上記の情報を下に､土地査定･評価の適正な方法･手順を確立し､土地配分へ応用する｡
一 土地配分では､土地の査定･評価の適切な方法･手法のみならず経済的に見合う農家の

適正規模を計る｡ さらに､受益者住民を土地配分作業に可能な限り参画させ､住居の

主体性を引きだす｡このことによって､圃場レベルにおける適切な土地利用計画の策定

を行う｡

(2)農業生産性の安定･向上計画の策定:

一

各人RCに応じた開発計画(ARCDP)を策定する｡
一 遍切な生産体系のモデルを構築する｡
一 遍切な農業生産技術体系を構築する｡
- 農家の経営体質改善するための計画を立案する｡
-

展示圃場運営を計画し､技術の普及･啓蒙を提案する｡

3辛 総合所見

10年間の時限立法として施行された総合農地改革計画は､ 1998年にその最終年を迎えた｡ た

だし､ 2004年まで延長して実施されることが確認されている｡ 記述のとおり､ 1997年現在､土

地配分の実績は約54%(こ相当する約440万ヘクタールの土地配分が完了している｡ ラモス政権時

代に土地配分は飛違的に増加したが､様々な問題も指摘されている｡ 特に､国土利用法の欠如

により引き起こされている､各セクターで競合している土地需要､無秩序な農地転売､急速な都
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市化､自然環境の破壊などは､今後も効果的な土地配分を実施していく上で早急に改善が求めら
れる｡ これらの問題を放置したままでは､今後の土地配分の進捗に支障をきたすのみならず､
受益者農民に強い不満が育種することが危供される｡

今回捷奏した開発計画の実施により､現状を踏まえた土地利用調査並びに土地配分方法の検討

が行われ､当該地区における農業生産性の向上､さらに農家の生活向上が達成されることを願う

ものである｡

本計画の総括図(プロジェクト･デザイン･マトリックス)を添付する｡
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プロジェクトデザイン･マトリックス

プE)ジェクト名:CARP土地記分促進に係る土地利用計画

対象地域:モデル地区(第Ⅳ､ v, Ⅵ. vⅢ管区)

期間: 10年間(暫定)

ターゲットグループ:土地配分の対象となる小作農民

作成Elニ1998年

プロジェクトの要約 薄手 清書T--タ入手辛皮 外書条件

上位日寺

･モデル地区における土地配分方 ･小作農民の農業収入 ･国の農業統計 ･農地改革に係る政策､年制等に
式が他地区においても応用され 土地配分面積 ･農地改革の統計資料 変更が生じない○

ることにより､農業の生産性並

びに農家の農業収入が安定.向

上する.

プt)ジエクト日書

･モデル地区における農家の農業 ･農家の農業収入 ･州単位の農業統計 ･州と県の農地改革省の出先事務
収入が安定.向上する○ 所との開で協力体制が維持され

る.

･Region及び州単位の開発計画に
修正が生じない凸

成果

1.土地生産性を考慮し､不平等感 1.-地理情報システムの構築度合 ･州.郡単位の統計 ･土地配分が今後も計画的に行わ

の少ない土地配分を実施する○ -土地貞己分面積
れる○

2.土地配分を受けた農地の生産性 2.一点業生産量 ･農業支援体制に変更が生じない.
が向上する8 -栽培面積

一家畜頭数

活動 投入

1.不公平感のない土地配分 ･事業を実施するための予算が滞

一帯星画像解析を行う○ 日本 フィリピン り無く手配される○

-GISを用いた地理情報デ-タ ･農地改革実施体制において,辛
ベースを構築する勺 1.マスタ-プラン調査団の派遣 1.Region及び州単位の開発委旦会 業の実施に支障を来たすような

-地理情報データベースに基づ 2.財政支援 の設立.運営 組殺の変更が行われない○

く土地評価を実施する○ 3.カウンターバ-ト研修受け入れ 2.カウンターバートの阜供 ･農業支援体制に組撒箱小を意図

-全国を対条とした土地貞己分方 4o技術支援のための専門家の派遣 3.事業予算 した変更が行われないo

法を策定する○ 4.事業担当職長の配置

-農民参加による土地貞己分を行
ラ.

2.農業生産性の安定.向上

-各ARCに応じて策定される開 二.;∴三.

発計画を実践するB ･農民/関連職員が十分に計画の主

一連切な生産休系を構築.実践 旨を理解する○

する. ･住民参加型の事業実施に関して

-現状に且ルた農業生産技術を ､受益者及び行政側の両者にお
確立.実践する○ いて罷戦が-鼓している.

-農家経営体質改善を計る.

-展示町場を設置し､技術の普
及を計る.
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: Government of the Philippines

: Government of Japan

I National Background

1.1 Econony

A new administration has beeninstalled in the Philippin?s inmid-1998･Asits Brst

policy pronouncement, the new government unveiled an economic prograrrme, aimlng at

sustained and equitable economic growth.

TYLe PhilipplneS reCOVeredin1992and gathered momentum beginning in 1993

onward･ In 1993, the realgross nationalproduct (GNP) grew by 2･1%and increased to

7･2% in 1996 Crable 1)･ In 1997, the economy grew by an estimated 5.2% despite the

financialdifficulties that were brought about by the sudden depreciation of currencies in

Eastand SoutheastAsia･ Correspondingly, realper.capita GNP expanded atanannual

average of l･8%from 1992 to 1997. From Pll,400in1992, real per capita GNP

increased to P12,700in1997･ These growth rates were overand above the population

growth rate of2･3% annually.Assuch, theper capitaincome also e甲anded to ‡1,166in
1997･ This丘gure wasalready above the ‡1,000 per capitaincome target of the Medium

Term Philippine Development Plan(MTPDP) for 1998･ The survey on Family Incomeand

Expenditures conducted every three years by the NationalStatistics Officefurther revealed

a reduction in the incidence ofpovertyfrom 39･9%in1991 to 35･5% in 1994 (Table2)･

Table 1. Selected Macroo¢onomic Indicators

1992 1993 1994 1995 1996 1997

RealGNP(grodhin%) 1.6 2.1 5.2 5.0 7.2 5.3

RealpercapitaGNP

(TnSOSin1985pricesー

ll,382 ll,151 ll,456 ll,743 12,298 12,663

Source: ne President's 1997 Socio¢00nomic Report, NEDA

1･2 AgricuLture and Rural Development

Agriculture is one of the major sources of growthindomestic production. Over

the last 6 years, the share of agriculture to totaldomestic production averaged about 22%
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(Table 1)･ The share to totaldomestic production declined from 22.8%in1992 to about

20･7%in1997. The decrease in the share can be attributedinthe reduction of output of

major agricultural commodities, notablyrice and corn. In contrast, the shares of industry

and services to totaldomestic production have been on the upward trend･ This is expected

glVen the economy's shifts to industrialization. On the average, the growth of the sector is

slightly around 2% amually.

Poverty alleviation has always been the centraltheme of development objectivesof
the Government. This is agaln evident in the new economic programme.Whenever this

objectiveis set, it is always the agriculture sector that is targeted forintervention because

of its immense potentialto realize such an objective. In addition,theruralpoor

constituting about two thirds of the country's totalpoor are primarily dependent on

agriculture.

Another dimension being pursued by the new government is food security･ The

focus of this concern is food availability and affordability. Accordingly, food securitywill

emphasize higher productivityinagriculture, including丘sheries and livestock through
diversification of agriculturalproduction and theruraleconomy ln general.

TablelSecbralGrt}wthRateSandShareSt○GDPーlnp○rc○nt)
1992 1993 1994 1995 1996 1997

Agri001ture

Growthrate 0.4 2.1 2.6 0.8 3.8 2.9

Share

hdustry

Grow血

22.8 22.8 22.4 21.5 21.0 20.7

(0.5) 1.6 5.8 7.0 6.2 6.1

Share

Services

Growth

42.8 43.0 42.9 43.0 43.3 43.4

1.0 2.5 4.2 5.0 6.4 5.5

Share 42.8 43.0 42.9 43.0 43.3 43.4

Source: nc President's 1997 Socioeconomic Report, NEDA

1.3 Land ResoLJrCe Potentia一

Croplands that are underintensive cultivation in the PhilipplneS today measure

about 5･8mi11ion ha or 56% of the totalagricultural1ands. The bigger portion of these

lands are primarily cultivated torice, cornand coconut. Out of this total, roughly 1.32

million haare irrigated croplands mainly devoted in the growlng Of rice･ Extensive areas

of rice are in the regions Of Central Luzon, WesternVisayas, SouthernTagalog and

CagayanValley. It is estimated that there are still about 3.12mi11ion ha of potential

irrigable areas nationwide･ Corn, the second leading crop, has a reported haJVeSt area Of

2･7mi1lion ha as of 1996. The major COrnPrOducing reglOnsare Southern, Central and

NorthernMindanaoand CagayanValley. Coconut isplanted to about 3 million ha･

Grazing land devoted primarily for cattle production stands at 227,000ha･ Mostly

small farmers do cattle fattening. Around 80 to 90% of totalcattle population are raised

by this group･ The feed resource base forruminant amimals is made up of grasslands, tree

crop plantation area,and normal cultivated areas. Swine and poultry are fairly developed

inthe PhilipplneS･Asin cattle production, small farmers consisting mainly of backyard

raisersldominate the production of swine and poultry. About 70 to 80% of the swineand

poultry population come from backyard production. Largeintegrators, i.e. control over
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feed production to breeding up to血tteming/丘nishing stage, arealso commoninbroiler

production.

The丘shing grounds are part of the public domain. A totalof 112,000ha has been

set aside for丘shing, 65,400ha of which are covered with丘shpond lease agreements

(FLAs)･ The recent survey of the Department of Agricultureindicated that 70% of these

areasare in commercial scale operation･

The potential of the agriculture sector to provide basic food staple is reinforced

with the implementation of the comprehensive agrarian reformprogramme (CARP)･
CARP is by far the most rx)tent rx)verty alleviation programme being addressed to the

ruralpoor, particularly with respect to the equity objectiveof development･ It consists

main1yinthe distribution of private agriculturaland public lands to small farmers･ The

glVlng Of agricultural lands ensures tenurial security of the farmers considered the

foremost incentive to improve agricultural productivity･ Startedin1972and reinvlgOrated

through a series of laws passed during the Aquino and Ramos Administrations, the

number of lands distributed totaled 4.62 million ha by end of 1997･ nis represented a

57%-accomplishment rate based on the estimated scopeof the programme of 8.06 million

ha･ Of the lands distributed, about 2.72mi11ion ha were private agricultural lands while

the balance of l･9 million ha were public lands･

1･4 The Comprehensive Agrarian Reform Program

me political, social equity and productivity objectivesoccupy centralroles in the

Philippine government's comprehensive agrarian reform program(CARP)･
The major

component of the program is the distribution of approximately 8 million ha of privateand

public agricultural lands to qualified beneficiaries. Of this total, 4.29 million ha and 3･8

million ha shall be distributed by the Department of Agrarian Reform (DAR)and
Department of Environmentand NaturalResources (DENR), respectively･ The DAR is

responsible for the distribution of private agriculturallands,including government-owned

lands･ The DENR, on the other hand, is responsible forthe distribution of public alienable

and disposable (A and D) 1andsand upland areaswithin the forest zones･ The latter is

being awarded tQ the farmer bene丘ciaries through a stewardship contract wherein the

farmers can exercise possession over the landfor a period of 25 years and renewable for

the sameperiod.

Asof December 1997, the accomplishment of the two (2)agencies stood at around

54% of the totaltarget. On the part of the DAR, its accomplishment stood at 63% of its

scope･ By region, land distribution isalmost complete in Regions IX (98%); X (89%);and
CARAGA (88%)･ IAWer Side of accomplishments is counted for below 50% level in the

Regions V, VI,and VII･ Namely, more than750,000 ha of farm land is not distributedin

those regions･ On the other hand, the DENR accomplished around 51% of its totalscope

of 3･8mi11ion ha･ Progress of agrarian reform of the DAR is shown as follows:
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TableAcc○mpliShm○nt○fLandDlstrlbutI○nf○rDAR(a$○fJune1997)

Region

Scope Accomplished Balance Ac00mplished

(ha) Area

(ha)
(ha) btc

(%)
CAR 77,856 35,459 42,397 46

CARAGA 2CK)262 158,451 41,811 79

RegionⅠⅠ1o∝芯 140,340 109,955 30,385 78

Re文ionⅠⅠCaR:ayanVal1ey 300,055 259356 40,699 86

RegionⅠⅠⅠCentraI血n 394,902 298,626 96,276 76

RegionIVSouthernTagal喝 386,023 208,169 177,854 54

RegionVBico1 453,769 152,886 300,883 34

RegionⅥWestemVisayas 559,688 198,139 361,549 35

RegionⅥlCentrdVisayas 166,802 71,644 95,158 43

RegionⅦIEastemVisayas 385,505 217,624 167,881 56

RegionⅨWesternMindanao 187,889 176,551 ll,338 94

ReRionXNorthemMindanao 179,928 154,263 25,665 86

RegionXⅠSouthemMindan冬0 287,531 204,061 $3,470 71

RegionXIⅠCentralMindanao 569,903 331,939 237,964 58

Total 4,290,453 2,577,123 1,713,330 60

Source: DAR (1998)

1.5 Nationa] Land Use Act of the PhilipplneS

Since the year of 1997, the national land use act has been under consideration･ It is

judged that it will take additional time until conclusion will be gained･ This act is aiming

at maximization of land productivity considering technical suitability, economic viability

and social acceptability, and further improvement of food self-sufrlCiencyfrom the

viewpoints of national food secmity. Therefore, land use category shall be seriously

defined and consolidated to maintain and manage agricultural land. This act is required to

aim at the following major Objectives:

(i) To maximize land productivity in the long-term with no significant

deterioration of the soil and water resource, using all lands in accordancewith

their technical suitability, economic viability, social acceptability, and

environmentalintegrity;

(ii) To attain food self-sufrlCiency and security for national developmentand

survival, uslng the identifiedand deliniated protected area for agricultural
development, which are non-negotiable for conversion,including idle and

abandoned lands which are arable and al1 lands near offshore and water

resources, to ensure the continuous production of the country's grains and

otherfood requ汀ementS;

(iii)To prioritize the completion of the comprehensive agrarian reform programme

(C瓜P) primarily its land
tenureやprovementprograme and to maintainal1

productive lands covered under agrarlanreform;

(iv) To rationalize the allocation of lands for settlements purposes for both urban

andruralareas based on,among others, the ppulation levels of these areas,

and on their suitability, accessibility, viabilityand acceptability to the

commumit y;

(v) To adopt multipleuses of naturalresources throughthe ident氾cation and

evaluation of the prlmaryand alternative uses of a specific land resource pnor

toany decision for the asslgnment Of its use as multiple-use 2:OneS Wherein
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settlements, tourism, agriculture, agro-forestry,and extraction activitiesand

other income-generating or livelihood activities may beallowed, etc･

Followlng this act, physicalframeworkand land use plansshould beformulated in

national, provincial, city, and mumicipal levels, in order to clarify objectives,policies and

strategies on the indicative uses of land and other physical resources･Assupport tools of

those planning mentioned above, it is prorx)Bed to establish a land resource information

system an implement a national base mapplng Programme.

A鮎r establishing the national land use act, land use policy administration and

local1and use committeewill be establishedinnationaland provincial levels, respectively･

1.6 1ssues and Constraints

The major issuesand constmints which affect the implementation of the CARP can

be viewed in the following context: 1) agriculturalefficiency and productivity; 2) food

sufficiency and security; and 3) land valuation and distribution.

(1) A野icultural EfrlCiency and Productivity

ln the current agrarian reform programme, distribution of lands to farmer-

beneficiaries do not undertake effectively, considering land capability, i･e･,whether or not

the lands distributed canbe made productive or efficient. This practice is brought about

by the followlng reasons:

i･ The current system of awarding lands is based on the actualtillage of the

OCCupantS;

ii･ The system is pre-occupiedwith the hectalage Of lands cultivated for a certain

period as its performance is largely being gauged by this criterion; and

iii･ The parcellari2ation of big landholdings, i･e･,landed estate and resettlement, is

based on arbitrarily imposed grid system resulting in farm lots with boundary

linesalong steep slopes･

Currently, paddy fields are major target area for the prevailing agrarian reform

programme, therefore land distribution is uniformly undertakenwithout any consideration

on its characteristics and productivity･ Fertility and productivity of paddyfield is likely to

be simi1arand tory)graphic condition of the fields is mostlyflat･ In this status, farmers-

beneficiaries do not have any serious problemswith distributed paddyfield･

On the contrary, in the case of land distribution of upland area, it seems that

difference of topgraphic and soil conditionswill lead different fertilityand productivity

evidently･ Therefore agricultural profitabilitywill be caused from entire difference of land

productivity･ It is judged that some farm land to be awarded to血rmer-bene丘ciaries will

not be able to generate certain bene丘t to support their fami1y･

In the future, sustainabilityand productivity of the programme are likely to be

stifled in the long-run･ Furtherunfair situation land distribution might be encouraged･
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(2) Food Security and Key Production Area Approach I

The main stumbling block against the CARP as well as attaining food security is

the rampantand indiscriminate conversion of agricultural1ands into non-agricultural uses.

Data showed that from the period 1989 to 1997 a totalof 56,000 ha have been approved

for conversion by the DAR. Most of these areas are located in Regions Ill, IV, VI VII and

XI･ Coupled with this problem is the selling and/or mortgaging of rights by the farmers

over the lands awarded to them.Asa result, it is judged that over 100,000 ha of

agricultural lands are converted from agricultural lands to non-agricultural lands legally

and illegal1y･ These practices, indeed, defeat the purrx)seand strategy of the CARP that is

thegiving of lands to desirable farmers. These activities largely have been arisen due to

the followings:

i･ The existence of numerous laws,rules, regulationsand policies could result in

improper00ntrol as there arealwaysinstances and opportumities whereinthe

conflicts could come about;

ii･ There is no single government agency which is authorized to manage and

control land uses･ Rather quite a few number of agencies are glVen Such

authority which resultinoverlapplng Offunctionsamong these agencies; and

iii･. The absence of a comprehensive national land use policy that will address the

competing needs of the agriculture, industry, environment, houslngand other

land uses･ The passage therefore of a national land use act will certainly

address these issues,and further it will require definitive and demonstrative

models.

Asmentioned above, it isjudged that sustainability of the CARP and consequently

of agriculturalgrowthis at stakewith this issue on land conversion.

(3) hnd valuation and distribution

Withinthe context of the land valuation, there is a problemin1and acquisition in

view of the absence of a systematic land evaluation and appraisal･ Ⅶ山e it is reported that

the bnd Bank of the Philippines (LBP) excludes unproductiveand idle areas, the process

of doing it is not consistently undertaken. This is now the bone of contention between the

landowner and the LBP since the former is saddled with what to dowith the excluded

portion of his land which eventually demi1s the completion of land distribution.

ll Development Approach and Rationale

2.1 Approach

(1)Assessment of Land Resources

AsmentionedinChapter I, current progress for the DAR is estimated at around

60% as of June 1997･ Major part of remaining 40%, or around 1.7mi11ion ha is included

in Regions V, VI,and VII. Current agrarianreformprogranme has been mainly promoted
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inpaddy fields, therefore further land distribution of around 1.7mi11ion hamight be

focused in upland farm and grass land which is extending ln upland and hilly areas･

Their productivity is generally lower than that in paddy fields, therefore

standardized land distribution might seriously bring about certain discrimination among

farmer-beneficiaries･Asforfurther land distribution, it is prorx)sed to establish proper

land distribution system considering productivity of land concemed as well as distributing

land size.

(2) Formulation of Development Plan consideringAssessment of I.and Resources

Agrarian Reform Community (ARC) is required to be established for the

distributed land･ Each ARC has obligation forformulation of AgrarianReform

Commumity Development Plan (ARCDP)inorder to bottom up the current economic

situation･ It is expected that this procedure be undertaken by means of participatory

approach･ ARCDP is a requisite step to obtain丘nancialand techmical support from the

govemment. In some ARC,血rmer-beneficiaries who have distributed lands with low

productivity has not been encouraged to formulate
･ARCDP, while some血rmers-

beneficiaries have no bene丘tfrom ARCDP due to low productivity of distributed lands･

Furthermore, most important rx)int is that ARC has not been established in all area to be

distributed farm land･Asresult, distortion of supporting services is appeared among

distributed lands.

It is necessary to conduct land distribution, considering land productivity as well as

crop pro丘tability.

(3) Prorx)sal of IAnd Distribution for Effective Utilization of Land Resources

AsmentionedinSection 1.3, a national land use act isunder consideration,

resulting that improper land use has been pervaded･ National1and use act is strongly

expected to be established as soon as possible in order to encourage effective and

sustainable land use under the implementation of the CARP･Lecalgovernments are

imposed to formulate local land use plan to be preparedwithinone year after

establishment of the national1and use act. It is assumed that it will take certain time to

prepare the national land use plan based on the local1and use plans which will be

prorx)sedfromthe provinces concerned, if those localplans are preparedinconsistently.

Accordingly, it is necessary toarrange some standard model in order to prepare a

national1and use plan effectivelyand systematically.

2.2 0bjectives

Around 3･7mi11ion ha is categorized into upland area or grass land, which is

located in hilly area aJld not suitable for agriculture, but not in paddy field. Regions IV, V,

VI,and VIII fX)SSeSS huge area of upland areaand hilly area which will be distributed to

small farmers and might
have some troubles. Furthermore, accomplishment of land

distribution in the Region V and VI is estimate at around less than50%, while Region V

and VIII is estimated at around 50%. Accordingly it seems that future progresswill be

depressed.
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Asforfuture development plan, it is necessary to clarify certainconstraints which

is existing inthe CARP, toformulate standard for land distribution whichwill be able to

adoptinnation-wide･ Accordingly, it is proposed to select model reglOnsand try to

implement prorx)sed land distribution and development plan･ Accordingly, it is profX)Sed

to adopt Regions V (SodthernTagalog),VI (WesternVisayas),and VII (CentralVisayas)
as for model reglOnS.

This project will aim to ensure sustainability and improvement concemlng

agricultural pro丘t of血rmer-bene丘ciaries whowill be distributed farm land under the

CARP･ This
objectiveswill be accomplished by executing proper land distribution

considering land productivityand improvement of land productivity･

‖･ S¢opootthoStudy

The Study is programmed for execution by the following steps, as shown in

Attachment 1 of work now chart.

Step-1 work consists of prepaLratOryandinception worksinJapaJlinorder toanaly2X:

available reportsand information.

Step-2 work covers establishment of land resource assessment system BRAS), that is

(i)estal)ushment of data base on land use information as geologicalinformationsystem

(GIS),(ii)preparation of development rx)tentialmap through.conection and review of

previousstudiesand data,and (iii)formulationof land distribution plan･

Step13 workains at estimation of proper血m scale based on land distnbutk)n plan and

formulation of I印d use plan for the selected upland areasinaccordancewith the land

resource evaluation system

Stem-4 work aims at formulation of ARCDP each land distributed area in order to

improve and sustain agriculturalproductivity･

(1) Step-1 work: Preparatory and Inception Work

ln Japan preparatory work will mainly be concentrated on a review of readily

available documents related to the study, pnor to the commencement of the field workin

the Phillipines.

(2) Step-2 work: Establishment of land resource evaluation system (LRES)

1) Collection and review of basic data for establishment of land data base

Basic and latest information is collected in order to establishment of land data base,

applying GIS system by means ofanalysis of satellite picture. The details are

shown below:
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a･ Cadastral boundary

b. Soilcondition

c･ hndcapability

d. Road

e. hnduse

f･ TofX)graPhy (contour)
g･ Administrative boundary

h･ Existing ARCs areas

Information mentioned above is obtained &om the following kinds of mapsand

therefore development potential map will be prepared.

a･ Cadastralmap

b･ Soilmap

c･ Topographic map

d･ hnd capability map

e･ 1andusem叩

2) Prep.aration of development potential map throughcollectionand review of

prevlOuS Studies and data

3) Review of existing land use policies and guidelines

a. hndvaluation formula

b. Guideline ofland use coI一VerSion

c･ Propsed national land use act

d. Guidelines on land classification

e･ Guidelines on land capability

f･ Physicalframework plansinnational, reglOnal, Provincial, and municipal

le寸els

g･ Other related policies and guidelines

4) Formulation of land distribution plan

Based on the basic information mentioned above, land resources evaluation system

will be established and therefore land distribution is properly undertaken.

(3) Step13
work: Estimation of Proper Farm Scale based on hnd Distribution Planand

fbmulation of Land Use Plan

Based on land distribution plan mentioned above, proper scale of血rmlng SyStem for

each血rmer will be prorx)sed,viewing physical and economicalpoints. Farmer-

beneficiaries should be participated into land distnbution work as much as possible,

and thus their imitiativemight be brought out.Asa result, itisexpected toformulate

proper land use planinfarm level.
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(4) Step-4 work: Formulation of proposed ARCDP for land distributed areainorder to

improve and sustain agricultural productivity

Followlng Steps Will be necessary:

1) Formulation of ARCDP is undertaken depending on difference of each ARC･

2) Establishment of model for
properproduction system

3) Establishment of prorx)Bed farmlng Practices

4) Formulation of improvement of management body

5) Preparation of demonstration farm and further disseminate and enlighten
farmers

6) Preparationof guidelines concerning land useand land distribution

lV. Schedule and submission of reports

The conduct of the Study is estimated at 12 months; The tentative schedule is

given in Attachment 1. a)rrespnding reportswill be submitted to the Government of the

PhilipplneS aS follows:

(i) Inception Report

To be submitted at the end of the &st month after commencement of the Study;

(ii) Progressreport (1)

To be submitted at the end of the 5th month of the Study;

(iii) Progress report (2)

To be submitted at the end of the loth month of the Study;

(iv) Interim Report

To be submitted at the end of the 7th month of the Study;

(v) DraftFinal Report

To be submitted at the end of the 12th month of the Study; and

(vi) FinalReport

To be submittedwithin one (1) month a鮎r receiving comments from the

Department of Agriculture on the Dra丑FinalReport･
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V. Expert$ Inputs

Totalmanpower requirement is estimated at 58 man-months as follows:

Eprts Requirement

(M/Mー

(1)Teamleader 12

(2ーAqonomist 10

(3ーhstitutiotLal/famerーsorβmizationexrN:rt 12

(4)higation/drainageendneer 9

(5ーHvdrologist/WaterresourcesDev.ph皿Cr 4

(6ーSystemengineer 8

(7ーEnvironmentalist 3

Total 58

Vl. Transfer ofTechnology

lnthe course of the Study,
on-the-jobtraining and seminars will be provided to

local counterparts on the entire aspect of projectpreparation.
Overseas trainingwill also

be progranmed･ Tmining will cover subjecton conducting Beld surveys (e･g･.soil and

land-use, socio-economic, geology, hydrology, upland agriculture,livestock, environment,

etc･)as well as detailed analysis, planning and design of the major components of the

project.

Ⅵl. Undertakings of the Philippine Government

To血cilitate smooth and effective execution of the Study, the Philippine

Governmentwill undertake the followlng measures:

(1) To provide all information essential to the Study;

(2) To provide counterpart personnel to work on afu1l-time basis with the experts;

and

(3) To provide office space equippedwith necessary facilities and vehicles.
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ATTACHMENT. 1

Tentative Work Schedule

Master PJan for Land Use PJanning on Upland Agrarian Reform Community

Worki∩gMo∩th

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 ll 12 13 14 15 16 17

Step.1
1.

Preparationofー∩ception

Report

Step-2 2.

Collectionandreview

ofbasicdatafo｢

establjshmentoflanddata

3.

Preparationofdeveーopme∩t

potentialmapthrough

coHectionandreviewof

previousstudiesanddata

4.
FormuLationofland

distributio∩plan

Step-3 5.
Estimatio∩ofproperfarm

scale

Step.4

6. FormulatjonofAF!CDP

7.
Establishmentofproper

modelforproductionsystem

8.
Establishmentofproposed

farmingpractices

9.
Formu[ationofjmprovement

ofma∩agementbodv

10.

Preparationofdemonstration

farmandfurther

dissemi∩atio∩a∩d

【Ⅰ1

Preparationofguidelines

COnCern[nglanduseandJand

distribution

Submissio∩ofReportsCo∩cer∩ed

]CRPR(1)lTF!PR(2)DFRFF!

■Wo｢k

【:コWork

nthePhllipplneSICR:lnceptionReportDFR:DraftFjnarReport

nJapanpR:ProgressReportFR:FinaIReport

lTR (1) : 1st Interim Report

lTR (2) : 2nd Interim Report
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and Development Coordinator, City of Santiago, 1995

23･ The Vast CagayanVal1ey, RegionalDevelopment Council

24･ Comprehensive Physical/ Lmd Use Master Plan and Strategic Businessand

lmplementation Plansfor the Cagayan SepecialEconomic Zbne and Freeport

(CSEZFP), Cagayan Economic Zone Authority,作成年月日不明

25･ Cagayan Valley Strategic Developr恰nt Plan 1999 -

2004, Regional

Development Council, National Economic and Developrnent Authority

Regjon 02, 1998

26･ The Philippine Nationa Development Plan, NEDA, 1998
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カガヤン丘陵地環境保存型農業総合開発

丘陵地に広がるトウモロコシ畑

丘陵地の比較的底平地に広がル水田

丘陵地に広がる草地

丘陵地に広がるトウモロコシ畑（奥）

水を引いて水稲栽培も行われている。

丘陵地の牧草地

SWIP (Small Water Impounding Proect）の溜池



イサベラ州サンチャゴ市地域農業経済振興計画

肛立．農巣拭験鳩場内の農業高校建設予定地

（着工は未定）

1トンす1・こjLi言J外に恵二十・∴轟．】

串ンす・ゴ市郊外のゴミ克章二

古上殿巣武頼場宵永由弘束帯眈ホ用ふ通

轡シ巨∴∫右露和’＿根上今十に十軋れ了てめ鈍

増訂軒

農相釣長円井了■
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調査団長略歴

遠矢 勇作 略歴

昭和16年12月11日生

昭和39年3月

昭和39年4月

昭和49年12月

昭和51年3月

昭和55年3月

昭和56年8月

昭和59年1月

昭和62年6月

平成元年7月

平成3年3月

平成5年7月

平成7年7月

九州大学農学部農業工学科卒業

日本工営(樵)入社

カトマンズ事務所 所長

農業水利部 課長

スーダン事務所 所長

第二農業水利部 次長

キリマンジャロ事務所(タンザ羊ア)所長

第二農業水利部 部長

農業水利部 部長

コメリン事務所(インドネシア)所長
第三事業部 事業部長

国際事業部 副事業部長

主な海外業務実績

案件宅 対象国 従事期間 担当業務

白ボルタ多目的計画

タゴン農業開発計画

タゴン農業開発計画

メスケネ潅概計画

ナラヤニ海戦計画

がサハ寸･)1oイロットファーム計画

カンカン農業開発計画

がサが･ )loイロットファーム拡充計画

ローア･モシ農業開発計画

ローア･モシ農業開発計画

首都圏郊外農業開発計画

アツハ○十コメワン農業開発計画

ローア･モシ農業農村開発計画

ガーナ

ラオス

ラオス

シリア

ネパール

スーダン

ギニア

スーダン

タンザニア

タンザニア

ラオス

インドネシア

タンザニア

昭和40年5月一昭和42年9月

昭和43年1月一昭和44年9月

昭和44年10月一昭和45年9月

昭和48年11月一昭和48年12月

昭和49年1月一昭和51年3月

昭和52年5月一昭和53年7月

昭和54年9月一昭和55年2月

昭和55年3月一昭和57年2月

昭和57年5月一昭和58年4月

昭和58年10月一昭和62年6月

昭和63年7月一平成元年3月

平成3年3月一平成5年5月

平成8年3月一平成9年5月

海概排水計画

潅概排水計画

潅漉排水計画

海流排水計画

潅概排水計画

設計･施工管理

潅概排水計画

括
括
括
括
括
括

稔
稔
稔
稔
総
稔
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